
　

平
素
は
体
育
文

化
活
動
に
関
し
ま

し
て
、
教
職
員
並
び

に
保
護
者
の
皆
様
・

部
活
Ｏ
Ｂ
連
合
会

様
・
賛
助
会
員
様

そ
れ
ぞ
れ
に
、
物
心

両
面
に
渡
り
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

令
和
元
年
度
末
か
ら
本
年
度
に
わ
た
り
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
教
育
の

現
場
で
も
多
く
の
混
乱
が
生
じ
、
教
職
員
・

生
徒
共
に
大
変
な
年
だ
っ
た
と
推
察
致
し
ま

す
。
各
部
活
動
に
お
い
て
も
様
々
な
制
約
が

発
生
し
、
各
種
大
会
や
遠
征
も
軒
並
み
中
止

と
な
り
、極
め
て
異
例
な
年
度
と
成
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
年
度
当
初
の
予
算
を
見
直
す

必
要
が
出
て
、
八
月
十一日
に
臨
時
理
事
・
幹

事
合
同
会
議
を
招
集
し
、
補
正
予
算
を
組
む

と
と
も
に
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
ピロ

テ
ィ
に
人
工
芝
を
張
る
工
事
を
決
議
致
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、一般
会
員
の
保
護
者
の
皆
様

に
も
お
知
ら
せ
し
、
着
工
・
完
成
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
現
在
、
生
徒
達
は
人
工
芝
ピロ
テ
ィ
で
、

快
適
な
体
育
授
業
、
質
の
高
い
部
活
動
が
出

来
て
お
り
、
会
員
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
こ
の
コロ
ナ
禍
で
、文
化
系
の
大
会
は
応
募・

Ｗｅ
ｂ
・
リ
モ
ー
ト
な
ど
と
形
式
を
変
え
て
行

わ
れ
、
科
学
の
甲
子
園
全
国
大
会
実
技
競
技

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
シ
ー
ト 

優
秀
校
（
全
国

で
二
校
の
最
高
賞
）、
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
自
然
科
学
部
門
ポ
ス
タ
ー
（
パ
ネ
ル
）

発
表 

研
究
奨
励
賞
（
全
国
で
八
校
）、
全
国

高
校
生
英
語
デ
ィベー
ト
大
会
出
場
な
ど
の
結

果
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
部
の
大
会
も
入
念
な
感
染
防

止
対
策
の
中
、
秋
の
新
人
大
会
か
ら
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、陸
上
競
技・水
泳（
競
泳
）・

ス
キ
ー（
ア
ルペン
）が
東
北
大
会
へ
、ス
キ
ー（
ジ

ャン
プ
）
は
イ
ン
タ
ーハ
イ
、
フェン
シ
ン
グ
女
子

（
フ
ル
ー
レ
）・
ス
キ
ー
（
ジ
ャ
ン
プ
）
は
全
国

高
校
選
抜
大
会
への
出
場
を
決
め
て
お
り
ま

す
。

　

今
後
も
生
徒
が
全
力
で
部
活
動
に
励
む
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
、
ま
た
、
教
職
員
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
指
導
で
き
る
環
境
を
作
れ

る
よ
う
に
、
体
育
文
化
後
援
会
が
し
っ
か
り

と
支
援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、

本
校
の
体
育
文
化
振
興

活
動
に
対
し
、
日
頃
か

ら
物
心
両
面
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
で
は
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た『
興

譲
の
精
神
』
で
あ
る
「
自
他
の
生
命
を
尊
重

す
る
精
神
」「
己
を
磨
き
、誠
を
尽
く
す
精
神
」

「
世
の
た
め
に
尽
く
す
精
神
」
を
教
育
の
根

幹
に
据
え
、
進
取
の
気
風
の
も
と
に
、
豊
か
な

知
性
と
人
間
性
を
備
え
「
高
い
志
を
も
って
新

た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
生
徒
」
の
育
成

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の一年
、
新
型
感

染
症
に
よ
る
様
々
な
困
難
は
あ
り
ま
し
た
が
、

生
徒
は
、
日
々
の
授
業
を
第一に
し
な
が
ら
、
探

究
的
な
学
習
活
動
や
部
活
動
、
自
治
会
活
動

等
な
ど
に
仲
間
と
共
に
意
欲
的
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
長
年
懸
案
と
な
って
お
り

ま
し
た
ピ
ロ
テ
ィ
の
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
人
工
芝
化
と
い
う
大
事
業
で
あ
り
、
部

活
動
を
は
じ
め
と
し
て
諸
活
動
で
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
に
衷

心
よ
り
感
謝
し
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
感
染
症
の
影
響
は
本
校
も
例

外
な
く
、
今
年
度
は
教
育
活
動
の
変
更
や
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
年
度
初
め
の

約
二
か
月
の
学
校
臨
時
休
校
も
あ
り
、
学
校

再
開
後
は
授
業
時
間
確
保
の
た
め
、
七
校
時
の

設
定
や
長
期
休
業
日
の
短
縮
、
行
事
の
中
止

や
変
更
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、
運
動
部
に
お

い
て
、
全
国
の
高
校
生
が
目
標
と
し
て
い
る
全

国
大
会
が
中
止
と
な
り
、
同
様
に
各
都
道
府

県
や
地
区
予
選
大
会
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
生
に
と
って
高
校
生
活
最
後
の
活
躍
の
場

が
突
然
失
わ
れ
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動

顧
問
や
各
競
技
団
体
関
係
者
は
皆
衝
撃
を
も
っ

て
そ
の
決
定
を
受
け
ま
し
た
。
残
念
と
い
う
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
も
切
な
い
気
持
ち

に
な
っ
た
の
は
、
皆
様
も
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
推
察
い
た
し
ま
す
。
夏
に
関
係
者
の

ご
尽
力
に
よ
り
代
替
大
会
を
開
催
し
た
競
技

も
あ
り
ま
し
た
が
、
運
動
部
の
大
会
の
開
催
は

秋
の
新
人
大
会
を
待
つ
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
県
新
人
大
会
で
は
、
陸
上
競
技
部
や
水

泳
部
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
東
北
大
会
に
駒
を
進
め

ま
し
た
。

　

運
動
部
に
限
ら
ず
、
文
化
部
で
も
軒
並
み

大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
高
校
総

合
文
化
祭
は
リ
モ
ー
ト
開
催
と
な
り
、
そ
の
自

然
科
学
部
門
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、
コ
ア
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
研
究
が
全
国
八
校
に

贈
ら
れ
た
研
究
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
ク
ラ
ブ
は
、
目
標
と
し
て
い
た
山

形
県
英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
で
み
ご
と
優
勝
し
、

全
国
大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

　
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エン
スハ
イ
ス
ク
ー
ル
四
年
目
の
今

年
は
、
昨
年
同
様
に
様
々
な
科
学
的
研
究
活

動
に
取
組
み
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。「
科
学

の
甲
子
園
」
で
は
、
昨
年
度
末
に
全
国
大
会
の

出
場
権
を
得
て
、
そ
の
後
の
臨
時
休
校
中
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
、
駆
使
し
な
が
ら
検
討

を
重
ね
、
実
技
競
技
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
シ
ー

ト
に
お
い
て
、
全
国
で
二
校
の
み
に
贈
ら
れ
た

最
高
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
報
道
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
会
員
の
皆
様
に
も
そ
の
快
挙
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
学
期
末
の
終
業
式
に
は
、
体
育
文
化
後

援
会
表
彰
と
し
て
、
フェン
シ
ン
グ
部
、
前
述
し

ま
し
た
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エン
ス
ク
ラ
ブ
や
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エン
ス
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
、
表
現
活
動

と
し
て
全
国
の
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
生
徒

を
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
詳
細
は
、
大
会
等
成
績
結
果一覧
に
記

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
各
部
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
部
員
を
ま
と
め
引
っ
張
って
き
た
部
長

が
、
部
の
成
績
や
今
後
の
目
標
に
つい
て
寄
稿

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
激
励
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

現
在
も
新
型
感
染
症
の
感
染
防
止
対
策
を

し
な
が
ら
の
活
動
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
興

譲
館
の
良
き
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
高
い

志
を
持
ち
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
興

譲
館
生
の
育
成
を
目
指
し
、
生
徒
・
教
職
員
が

一丸
と
な
って
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
会
の
益
々
の

ご
隆
盛
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
ピ
ロ
テ
ィ
を
人
工
芝
に
！
」

体
育
文
化
後
援
会
会
長

小
　
島
　
長
五
郎

高
い
志
を
持
ち
新
た
な
価
値
創
造
に
挑
戦
す
る
興
譲
館
生

校　

長

柿
　
﨑
　
悦
　
子
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令
和
二
年
度
　
事
業
報
告

１　

理
事
・
幹
事
合
同
会
議

　
　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日
㈫　
　

本
校
会
議
室

　
　

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告（
案
）及
び
決
算
報
告　

　
　
　
（
案
）

　
　

・
令
和
二
年
度
役
員
構
成（
案
）

　
　

・
令
和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）

２　

総　

会（
各
学
年
部
会
役
員
会
）

　
　
　

令
和
二
年
四
月
二
十
八
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
校
各
学
年
部
会
会
場

　
　

・
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

　
　

・
令
和
二
年
度
役
員
構
成（
案
）

　
　

・
令
和
二
年
度
事
業
計
画（
案
）及
び
予
算（
案
）

３　

地
区
・
県
高
校
総
体
等
壮
行
式（
会
長
激
励
）

　
　
　

令
和
二
年
五
月
七
日
㈭
・
二
十
一
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
校
講
堂

　
　

・
各
大
会
中
止
に
伴
い
実
施
せ
ず

４　

各
部
Ｏ
Ｂ
代
表
・
部
顧
問
と
の
顔
合
わ
せ
会

　
　
　

令
和
二
年
五
月
下
旬

　
　

・
中
止

５　

全
国
高
校
総
体
等
壮
行
式（
会
長
激
励
）

　
　
　

令
和
二
年
六
月
三
十
日
㈫　
　
　
　

本
校
講
堂

　
　

・
大
会
中
止
に
伴
い
実
施
せ
ず

６　

賛
助
会
員
募
集
・
会
費
納
入
依
頼

　
　
　

令
和
二
年
七
月
吉
日

　
　

・
依
頼
文
郵
送
に
よ
る
お
願
い

　

令
和
二
年
、
白
布
マ
ラ
ソ
ン
Ｏ
Ｂ
大
会
は
、
第
二
十

回
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
世
情
は
新
コ
ロ
ナ
の
渦
中
、
そ
の
実
施
に

つ
い
て
は
迷
い
ま
し
た
が
、「
集
団
」で
な
け
れ
ば「
密
」

は
避
け
ら
れ
る
と
考
え
、
こ
れ
迄
参
加
し
て
い
た
個
人
、

チ
ー
ム
に
、
大
会
期
日
を
九
月
二
十
日
と
し
て
案
内
を

送
り
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
個
人
の
参
加
は
無
く
、
駅
伝
形
式
の

チ
ー
ム
と
し
て
、
バ
レ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
と
、
平
成
三
年
卒
、

佐
々
木
謙
介
君
が
代
表
の
「
パ
ト
ラ
ン
」
と
い
う
グ
ル

ー
プ
、
二
チ
ー
ム
が
名
の
り
を
あ
げ
、
道
路
上
の
走
者

は
二
名
と
い
う
密
を
避
け
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
日
は
、
か
な
り
厳
し
い
残
暑
で
し
た
が
、

二
チ
ー
ム
は
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
…
ス
タ
ー
ト
を
も
ち
ろ

ん
旧
興
譲
館
―
南
原
―
船
坂
峠
―
関
―
小
白
布
―
ゴ
ー

ル
の
高
橋
、
十
六
㎞
、
笑
顔
で
完
走
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
、
開
会
行
事
も
割
愛
し
、
ゴ
ー
ル
し

て
全
員
の
万
歳
も
な
く
、
そ
の
場
で
解
散
、
何
か
物
足

り
な
い
気
持
は
あ
り
ま
し
た
が
、
例
年
と
は
違
う
重
い

感
動
を
残
し
た
大
会
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
興
譲
館
の
全
校
マ
ラ
ソ
ン
は
、
私
が
入
学

し
た
、
昭
二
十
五
・
四
月
、
千
喜
良
英
之
助
校
長
の
訓

示
の
中
で
、
本
校
は
修
学
旅
行
は
無
い
、
登
山
と
マ
ラ

ソ
ン
を
行
う
、
と
い
う
一
言
で
始
め
ら
れ
た
も
の
。
始

め
の
頃
は
学
校
近
郊
の
砂
利
道
で
し
た
が
、
昭
三
十
年

頃
か
ら
、
学
校
ス
タ
ー
ト
―
船
坂
峠
―
小
白
布
―
ゴ
ー

ル
高
橋
、
十
六
㎞
と
な
り
ま
し
た
。

　

又
、
教
職
員
も
東
西
の
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
駅
伝

リ
レ
ー
形
式
で
優
劣
を
争
っ
た
も
の
で
す
。
何
と
も
大

ら
か
な
良
き
時
代
で
し
た
。

　

さ
て
令
和
三
年
、
コ
ロ
ナ
終
息
の
見
通
し
も
な
い
中

で
す
が
、
何
と
か
実
施
の
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

興
譲
館
名
物
・
白
布
マ
ラ
ソ
ン
へ
ど
う
ぞ
…
と
言
え

な
い
の
が
残
念
で
す
が
…
。
要
項
は
七
月
末
頃
送
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
。

７　

臨
時
理
事
・
幹
事
合
同
会
議

　
　
　

令
和
二
年
八
月
十
一
日
㈫　
　
　

本
校
会
議
室

　
　

・
令
和
二
年
度
事
業
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い

　
　
　

て（
案
）

　
　

・
令
和
二
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て（
案
）

８　

地
区
高
校
新
人
等
壮
行
式

　
　
　

令
和
二
年
九
月
十
日
㈭

　
　

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
放
送
室
か

　
　
　

ら
実
施

９　

本
校
ピ
ロ
テ
ィ
改
修（
ク
レ
ー
→
人
工
芝
）工
事

　
　
　

令
和
二
年
十
一
月
十
六
日
㈪
～
二
十
五
日
㈬

　
　

・
本
年
度
施
設
整
備
と
し
て
体
育
館
一
階
半
面
ピ

　
　
　

ロ
テ
ィ
を
ク
レ
ー（
土
）か
ら（
砂
入
り
）人
工
芝

　
　
　

に
改
修

10　

体
育
文
化
後
援
会
表
彰

　
　
　

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
㈪　
　

本
校
講
堂

　
　

・
会
長
よ
り
二
団
体
・
二
個
人
を
表
彰

11　

体
育
文
化
後
援
会
報
発
行

　
　
　

令
和
三
年
三
月
一
日
㈪

12　

大
会
・
強
化
遠
征
等
へ
の
年
間
を
通
し
て
の
補
助

白
布
マ
ラ
ソ
ン
Ｏ
Ｂ
大
会

主　

宰

土
　
澤
　
幸
　
雄

　

（
昭
和
二
十
八
年
度
卒
）
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
生
徒
の
部
活
動

が
ど
ん
ど
ん
制
限
さ
れ
て
い
く
状
況
に
比
例
し

て
い
く
形
で
体
育
文
化
後
援
会
の
予
算
執
行
も

滞
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
年
三
月
に
多
く
の
部

が
計
画
し
て
い
た
春
の
県
外
合
宿
が
す
べ
て
中

止
と
な
り
、
例
年
に
な
い
ほ
ど
の
繰
越
金
が
発

生
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
度
に
入
っ
て
も
収
束
の
気
配
は

見
え
て
こ
ず
、
五
月
か
ら
始
め
る
は
ず
で
あ
っ

た
高
体
連
主
催
大
会
が
こ
と
ご
と
く
中
止
と
な

っ
た
。
こ
の
状
況
が
続
け
ば
令
和
二
年
度
に
も

多
く
の
繰
越
金
が
す
で
に
予
想
さ
れ
た
。
そ
こ

で
体
育
文
化
後
援
会
の
役
員
の
方
々
に
よ
り
対

応
策
の
検
討
に
入
っ
た
。

　

当
然
な
が
ら
生
徒
へ
の
返
金
も
協
議
さ
れ
た

が
、
こ
の
体
育
文
化
後
援
会
の
収
入
の
原
資
は

生
徒
か
ら
の
徴
収
金
が
中
心
と
な
る
が
、
地
域

の
方
々
か
ら
の
賛
助
金
や
Ｏ
Ｂ
か
ら
の
寄
付
等

も
含
ま
れ
た
会
計
で
あ
り
、
毎
年
の
繰
越
金
を

重
ね
な
が
ら
今
年
度
会
計
と
な
っ
て
い
る
た
め

返
金
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
会
費
を
納
め
て
い
る
生

徒
諸
君
に
還
元
す
る
た
め
、
校
内
施
設
の
充
実

を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

検
討
が
進
む
中
で
凹
凸
が
激
し
く
有
効
利
用

が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ピ
ロ
テ
ィ
を
整
備
し
、

体
育
の
授
業
や
外
の
部
活
動
の
雨
天
時
や
冬
季

間
練
習
が
計
画
的
に
で
き
る
よ
う
人
工
芝
に
し

て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。八
月
に
臨
時
の
理
事
・

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
多
く
の
賛
同
を
い
た
だ
き
、

九
月
か
ら
業
者
選
定
、
そ
し
て
十
一
月
に
工
事

着
工
、
無
事
完
成
に
至
っ
た
。

　

現
在
、
体
育
の
選
択
授
業
の
フ
ッ
ト
サ
ル
や

野
球
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
冬
期
間
の
部
活
動
と
し
て
、
フ

ル
回
転
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

no 活動名 組 氏名 活動成績

１ フェンシング部

３－２
３－２
３－３
２－５
２－２

平　　明星
島崎　　茜
佐藤ひまわり
和泉　希音
大久保南美

第44回全国高等学校選抜フェンシング大会
　　　　　　　　　　　　　　　　北海道・東北予選会
　女子エペ　第２位
　　　　　　　　　　　→全国高校選抜（宮城県）中止

２ 表現活動 ２－２ 佐藤詩央里

（公益財団法人）生涯学習振興財団：主催
　　　　　　　　　　　第21回高校生小論文コンクール
個人部門　最優秀賞（沖永壮一博士記念大賞）
　作品名「夢への道」

3 ＳＳクラブ

３－２
３－１
３－１
３－２
３－１
３－２
３－１
３－２

安部　央人
蒲生　海珠
佐野　孔亮
鈴木　悠世
萩野　賢皓
平井　義祈
本間崚太郎
松井あきら

第９回科学の甲子園全国大会
　　　　　　　　　実技競技プレゼンテーションシート
優秀校（全国で２校の最高賞
　　　　　　千葉県・渋谷教育学園幕張高等学校と共に）

４ ＣＳＳＣ ３－１ 牛久保　舞

第44回全国高等学校総合文化祭
　　　　　　　自然科学部門　ポスター（パネル）発表
研究奨励賞（全国で８校）
　「農作物の品質管理を目指した
　　　　　　　　　　　　 　　 バイオセンサーの開発」

生
徒
課
長

手
塚
　
　
剛

本
校
ピ
ロ
テ
ィ
改
修

 （
ク
レ
ー
→
人
工
芝
）工
事
に
つい
て

体育文化後援会 表彰者一覧
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東
北
大
会
の
緊
張
感
と
と
も
に
、
こ
こ
ま

で
来
ら
れ
た
喜
び
や
こ
の
素
晴
ら
し
い
会

場
で
一
秒
で
も
速
く
泳
ぎ
た
い
と
い
う
希

望
に
溢
れ
ま
し
た
。
一
日
目
に
出
場
し
た

二
年
佐
原
と
尾
形
は
、
県
大
会
よ
り
も
記

録
が
伸
び
ま
し
た
が
、
自
己
ベ
ス
ト
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
日
目
に
出
場
し

た
一
年
船
山
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
見
つ

か
っ
た
課
題
を
練
習
で
克
服
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
大
会
が
例
年
通
り
開
催
さ

れ
る
か
は
不
透
明
で
す
が
、
東
北
大
会
に

出
場
し
て
各
自
の
納
得
の
い
く
タ
イ
ム
を

出
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
も
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
こ
は
長
野
県
飯
山
市
、
全
国
で
も
珍

し
い
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
す
ぐ
前

ま
で
市
街
地
・
住
宅
地
が
せ
ま
る
「
市
営

飯
山
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」
見
上
げ
る
と
雲
一
つ

な
い
真
っ
青
な
空
が
続
き
、
冷
た
い
空
気

に
背
筋
が
ぴ
ん
と
な
る
。
下
を
見
る
と
真

っ
白
い
雪
の
大
地
が
広
が
る
。
そ
し
て
ゆ

っ
く
り
と
定
位
置
に
つ
く
。
シ
グ
ナ
ル
が

変
わ
る
。
よ
し
、
行
こ
う
。「
平
常
心
！

跳
ぶ
こ
と
を
楽
し
も
う
！
」
今
回
の
大
会

の
自
分
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

高
校
生
に
な
り
、
初
め
て
の
全
国
大
会

が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
中
で
の
開
催
。
例

年
だ
と
夏
や
初
冬
に
も
大
会
が
あ
る
の
で

す
が
、
今
年
は
ほ
と
ん
ど
の
大
会
が
中
止

と
な
っ
て
い
た
た
め
、
今
回
は
約
一
年
ぶ

り
の
全
国
大
会
規
模
の
大
会
で
し
た
。
参

加
さ
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
の
有
り
難
さ
を

深
く
感
じ
ま
し
た
。

　

目
標
は
十
位
以
内
に
入
る
こ
と
で
し
た

が
、
や
は
り
高
校
生
の
壁
は
高
く
、
自
分

の
課
題
が
よ
く
分
か
っ
た
大
会
で
し
た
。

今
年
の
夏
は
、
一
番
の
課
題
で
あ
る
、
脚

力
と
体
幹
の
弱
さ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
平

日
は
陸
ト
レ
、
週
末
は
蔵
王
の
ジ
ャ
ン
プ

台
に
何
度
も
通
い
、
練
習
に
励
み
、
さ
ら

な
る
高
み
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
私
が
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
指
導
と
ご
協
力
が

　

新
体
制
と
な
っ
た
水
泳
部
競
泳
で
は
、

山
形
県
高
等
学
校
新
人
水
泳
競
技
大
会
に

出
場
し
た
部
員
七
人
中
佐
原
、
尾
形
、
船

山
の
三
人
が
東
北
大
会
に
勝
ち
進
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
一
日
目
が
女
子
、
二
日
目
が

男
子
と
人
数
を
減
ら
し
、
様
々
な
感
染
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
私
自
身
は
今
大
会
が
行
わ
れ
た
宮

城
県
の
Ｇ
21
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
の
は
初
め
て

で
、
夏
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た

　

十
月
二
日
か
ら
四
日
に
岩
手
県
で
行
わ

れ
た
東
北
高
校
新
人
陸
上
大
会
に
三
段
跳

で
出
場
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
東
北
大
会
で
し
た
が
、
試
合

に
向
け
て
調
整
を
し
て
い
く
中
で
自
分
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
一
本
目
の
跳
躍
は
助
走

か
ら
ジ
ャ
ン
プ
の
動
作
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
い
い
跳
躍
で
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新
し
、

い
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

二
本
目
・
三
本
目
は
最
後
の
ジ
ャ
ン
プ
で

つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
て
記
録
が
伸
び
ず
、
ベ

ス
ト
８
に
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
試
合
は
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し
、
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
し
か

し
、
良
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
を

う
ま
く
生
か
せ

な
か
っ
た
の
は

悔
し
か
っ
た
で

す
。
高
い
レ
ベ

ル
で
戦
う
た
め

の
自
分
の
課
題

や
強
み
を
知
る

と
て
も
良
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
経
験
が
で
き
た
の
は
、
い
つ
も

ご
指
導
く
だ
さ
り
今
回
は
試
合
会
場
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
堀
江
先
生
や
落

合
先
生
、
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
陸
上
部

の
み
ん
な
、
い
つ
も
支
え
て
く
れ
る
家
族

の
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
毎

日
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
で
き
る
こ
と
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
、
来
年
は
三
段
跳
さ

ら
に
走
高
跳
で
東
北
入
賞
・
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
を
目
指
し
ま
す
。

平
常
心
で
楽
し
む

ス
キ
ー
部

落
合　
創
太

上
級
大
会
出
場
者
か
ら

上
級
大
会
出
場
者
か
ら

上
級
大
会
出
場
者
か
ら

東
北
高
校
新
人
大
会
に
出
場
し
て

陸
上
競
技
部

横
山　
文
香

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て

水
泳
部

尾
形　
綺
音
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私
達
は
十
一
月
二
十
八
日
、
チ
ー
ム
三

人
で
Ｗ
Ｒ
Ｏ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
二
〇
二
〇
決

勝
大
会 

ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
本
部
選
考

会
（
全
国
大
会 

兼 

決
勝
大
会
予
選
）
に

出
場
し
ま
し
た
。
Ｗ
Ｒ
Ｏ
と
はW

orld 
Robot O

lym
piad

の
略
で
、
レ
ゴ
マ
イ

ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
用
い
た
競
技
大
会
で
す
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
伴
っ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な
り
、
地
区
予

選
の
代
替
と
し
て
競
技
の
様
子
を
撮
影
し

た
動
画
を
提
出
し
、
そ
の
後
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
の
本
部
選
考
会
で
の
競
技
を
経
て
選

抜
さ
れ
た
チ
ー
ム
が
決
勝
大
会
に
臨
む
こ

　

今
年
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
「
農

作
物
の
品
質
管
理
を
目
指
し
た
バ
イ
オ
セ

ン
サ
ー
の
開
発
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究

発
表
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
発
表
の
様

子
を
動
画
撮
影
し
提
出
す
る
形
式
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
が
通
常
ど
お
り
に
開
催
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
休
校
に
伴
い
実
験

が
中
途
半
端
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
非
常
に
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
も
最
高
の
発
表
を
し

よ
う
と
思
い
、
休
校
中
に
は
研
究
を
御
指

導
い
た
だ
い
て
い
る
山
形
大
学
工
学
部
の

長
峯
邦
明
准
教
授
と
メ
ー
ル
で
や
り
取
り

を
し
て
内
容
を
精
査
し
、
学
校
に
登
校
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
納
得
の
い
く

ま
で
動
画
を
何

度
も
取
り
直
し

ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
の
部

門
で
研
究
奨
励

賞
（
全
国
で
八

校
の
み
）
を
い

た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

生
物
の
生
息
域
の
調
査
に
適
し
て
い
る

「
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
と
い
う
技
術
が
あ
る
。

私
た
ち
は
昨
年
度
末
か
ら
絶
滅
危
惧
種
の

キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
生
息
域
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
こ
と
を
目
的
に
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
「
マ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ

ム
二
〇
二
〇
認
定
研
究
」
に
認
定
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究

の
成
果
を
「
マ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
二
〇
二
〇
東
北
大
会
」、「
サ
イ
エ
ン

ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
二
〇
二
〇
関
東
大
会
」、

そ
し
て
「
環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
学
会
」
で
発
表
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
他
の
部
活
動
の
生

徒
が
他
県
の
遠
征
や
大
会
に
な
か
な
か
参

加
で
き
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形

式
で
東
北
地
区
の
み
な
ら
ず
全
国
の
高
校

生
や
研
究
者
の
方
々
と
様
々
な
意
見
交
換

や
交
流
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
が
で

き
た
。
こ
れ
ら
の
大
会
へ
の
参
加
に
よ
り
、

自
分
た
ち
の
研
究
の
足
り
な
い
部
分
を
理

解
し
、
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

雪
が
解
け
た
ら
現
地
調
査
に
出
て
、
研
究

を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
た
い
。

と
に
な
り
ま
す
。

　

競
技
ル
ー
ル
で
使
用
可
能
な
モ
ー
タ
ー

の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
掴
む
、
持

ち
上
げ
る
と
い
う
動
き
を
一
つ
の
モ
ー
タ

ー
で
行
え
る
機
構
を
組
み
込
む
な
ど
工
夫

し
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た

高
度
な
動
き
を
要
求
さ
れ
る
た
め
、
何
度

も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改

良
し
ま
し
た
。
し
か
し
本
部
選
考
会
本
番

で
は
、
機
体
の
機
構
を
急
遽
変
更
し
た
た

め
に
想
定
し
た
動
き
を
上
手
く
行
え
ず
、

惜
し
く
も
決
勝
大
会
進
出
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
、
全
国
か

ら
集
ま
っ
た
他
チ
ー
ム
の
動
き
や
機
構
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
私
達
に
は
な
か
っ
た

観
点
か
ら
の
発
想
に
触
れ
、
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
後
輩

達
に
伝
え
、
来
年
の
大
会
に
活
か
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
る
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
の
練
習
を

精
い
っ
ぱ
い
頑

張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

Ｗ
Ｒ
Ｏ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
二
〇
二
〇
決
勝
大
会

ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
本
部
選
考
会
に

参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

釜
田　
康
誠

美
保　
駿
作

綿
貫　
滉
大

マ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

二
〇
二
〇
東
北
大
会
・
サ
イ
エ
ン
ス

キ
ャ
ッ
ス
ル
二
〇
二
〇
関
東
大
会
・

環
境
Ｄ
Ｎ
Ａ
学
会
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

佐
藤　
　
伯

遠
藤　
祐
太

澤
井　
奎
治

第
四
十
四
回
全
国
高
等
学
校
総
合

文
化
祭
二
〇
二
〇
こ
う
ち
総
文

自
然
科
学
部
門
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

牛
久
保　
舞
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今
回
、
初
め
て
自
分
の
描
い
た
作
品
を

大
会
に
出
し
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
、

な
か
な
か
の
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た

が
、
や
り
き
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

で
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
課
題
は
プ
ロ
ッ
ト
と
い

う
、
小
説
に
お
け
る
話
の
大
筋
を
書
く
も

の
で
し
た
。
プ
ロ
ッ
ト
を
書
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
物
語
の
起
承
転
結
を
具
体
的
に
膨

ら
ま
せ
て
い
く
と
、
本
文
を
書
く
の
が
楽

に
な
り
ま
す
。
で
す
が
、
こ
の
プ
ロ
ッ
ト

も
ほ
ぼ
何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
書
い
て
い

く
の
で
と
て
も
難
し
い
で
す
。
特
に
、
登

場
人
物
の
心
情
の
変
化
と
行
動
を
結
び
付

け
、
さ
ら
に
話
の
筋
が
通
る
よ
う
に
書
く

の
は
、
一
度
で
は
頭
の
中
で
整
理
で
き
ま

せ
ん
。
な
の
で
何
度
も
繰
り
返
し
見
直
し

ま
し
た
。
具
体
的
で
あ
り
つ
つ
、
簡
潔
で

読
み
や
す
い
文
章
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
色
々
な
と
こ
ろ
で
自
分
の
力
不

足
を
感
じ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
数
を
こ

な
し
つ
つ
、
豊
富
な
語
彙
で
レ
ベ
ル
の
高

い
文
章
を
書
け
る
よ
う
、
勉
強
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
対
応

と
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｓ
Ｏ

Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
」
と
し
て
行
わ
れ
た
第
四
十
四

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
の
文
芸
の

散
文
部
門
に
作
品
を
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
作
品
は
、
自
分
と
の
向
き
合
い
方
を
テ

ー
マ
に
し
た
作
品
で
し
た
。
私
自
身
が
自

分
と
向
き
合
う
こ
と
が
苦
手
で
、
自
分
を

主
人
公
に
重
ね
て
、
物
語
を
少
し
ず
つ
展

開
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
そ
し

て
同
じ
よ
う
に
向
き
合
い
方
に
悩
ん
で
い

る
人
の
背
中
を
押
し
、
前
向
き
に
で
き
る

よ
う
な
作
品
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
他
校
の
生
徒
さ
ん
と
の
直
接
的

な
交
流
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
に
展
示
さ
れ
た
作
品
を
読
む
こ
と
が
で

き
、
参
考
に
し
た
い
物
事
の
見
方
や
、
自

分
に
は
足
り
な
い
部
分
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
表
現
力
と
専
門
的
な
知

識
が
特
に
足
り
ず
、
未
熟
な
作
品
と
な
っ

て
い
た
こ

と
に
気
づ

く
こ
と
が

で
き
た
の

で
、
今
回

気
づ
い
た

こ
と
を
次

　

私
た
ち
二
人
は
会
津
大
学
主
催
の
パ
ソ

コ
ン
甲
子
園
二
〇
二
〇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

部
門
に
お
い
て
、
九
月
十
二
日
に
行
わ
れ

た
予
選
に
て
山
形
県
内
で
最
高
成
績
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
特
別
枠
と

し
て
十
一
月
十
四
・
十
五
日
の
本
選
（
全

国
大
会
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
と
は
、
高
校
生
が
情

報
処
理
技
術
に
お
け
る
ア
イ
デ
ィ
ア
や
表

現
力
等
を
競
い
合
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
の
全
国

大
会
で
す
。
予
選
、
そ
し
て
本
選
に
向
け

て
、
私
た
ち
は
過
去
問
を
解
い
た
り
、
分

か
ら
な
い
と
こ
を
教
え
あ
っ
た
り
し
て
力

を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
選

で
は
十
二
問
中
四
問
し
か
解
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
簡
単
な
問
題
し
か
解

く
こ
と
が
で
き
ず
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
問

題
を
違
う
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
大
会
に
出
場
し
、
全
国
の
レ
ベ
ル

の
高
さ
と
、
私
た
ち
と
の
力
の
差
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会
後
に

他
校
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

二
人
で
ど
の
問
題
を
解
く
の
か
役
割
分
担

し
た
り
、
問
題
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
を
使
い
分
け
た
り
と
様
々
な
工
夫

を
し
て
お
り
驚
き
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な

体
験
を
通
し
て
、
問
題
を
解
く
た
め
の
新

し
い
観
点
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
次
に
向
か

っ
て
向
上
し
て
い
く
と
と
も
に
、
来
年
の

後
輩
た
ち
に
こ
の
経
験
を
伝
え
て
い
き
た

い
で
す
。

　

研
究
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で

の
努
力
と
成
果
が
全
国
の
舞
台
で
認
め
ら

れ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ブ

に
お
け
る
多
く
の
活
動
を
と
お
し
て
、
研

究
す
る
力
だ
け
で
な
く
、
主
体
性
や
計
画

性
、
質
問
力
な
ど
様
々
な
能
力
の
重
要
性

を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

の
作
品
作
り
に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
会
に
出
場
し
て

新
聞
・
文
芸
部

高
橋
の
の
か

「
Ｗ
Ｅ
Ｂ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｂ
Ｕ
Ｎ
」
を
通
し
て

新
聞
・
文
芸
部

佐
藤　
ち
な

パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
二
〇
二
〇
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
部
門
本
選
に
参
加
し
て

Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

見
保　
駿
作

髙
梨　
美
佳
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特
別
な
一
年
を
振
り
返
る

　

私
た
ち
美
術
部
は
、
油
彩
画
、
ペ
ン
画
、
そ

の
他
に
立
体
制
作
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

八
月
の
興
譲
祭
で
は
、
美
術
部
・
Ｏ
Ｂ
合
同

展
覧
会
と
、「
ア
ー
ト
を
探
せ
！
in
メ
キ
シ

コ
」
と
い
う
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
セ
プ

ト
や
世
界
観
に
こ
だ
わ
り
、
多
く
の
興
譲
館
生

や
先
生
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。
十

月
の
県
高
校
美
術
展
で
は
、
反
省
会
を
行
う
こ

と
で
、
今
後
の
活
動
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
も
ポ
ス
タ

ー
や
冊
子
な
ど
の
制
作
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
例
年
と
違

う
点
も
数
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
一
人
ひ

と
り
が
意
欲
的
に
頑

張
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
作

品
を
通
し
て
、
自
分

た
ち
ら
し
い
表
現
を

伝
え
て
い
け
る
よ
う

に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

一
年
の
活
動

　

今
年
度
、
二
年
部
員
が
い
な
い
中
、
五
人

の
一
年
生
が
入
部
し
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い

中
、
私
た
ち
に
丁
寧
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ

っ
た
先
生
方
に
は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
行
っ
た
活
動
と
し
て
は
、

壁
新
聞
二
号
と
部
誌
の
み
と
、
な
か
な
か
に

内
容
の
薄
い
活
動
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
、
も
う
一
号
部
誌
を
発
行
し
よ
う
と
、

部
員
一
同
精
一
杯
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
、

な
れ
な
い
作
業
も
多
く
、
経
験
不
足
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
度
中
の
発
行
を

目
標
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
、
今

年
得
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
も
っ
と
内

容
の
濃
い
活
動
が
で
き
る
よ
う
精
進
し
て
い

き
ま
す
。

「
今
で
き
る
こ
と
」

　

今
年
度
私
た
ち
調
理
科
学
部
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
、

検
定
、
コ
ン
テ
ス
ト
等
の
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
不
安
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
に
全
力

新
し
い
一
年

　

私
た
ち
米
沢
興
譲
館
高
校
音
楽
部
は
四
人

と
い
う
少
な
い
人
数
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も

あ
り
、
思
い
通
り
の
練
習
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
部
員
同
士

の
距
離
を
空
け
て
の
練
習
や
一
人
ひ
と
り
曲

を
選
ん
で
の
練
習
な
ど
、
個
人
の
技
術
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
一
年
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
混
声
合
唱
で
し

た
が
、
部
員
数
の
減
少
に
よ
り
女
声
合
唱
に

限
ら
れ
た
時
間
で
得
た
も
の

　

今
年
度
、
吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ
は
、
三
年

生
一
五
人
、
二
年
生
二
〇
人
、
一
年
生
一
四
人
、

計
四
十
九
人
で
始
動
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
定
期
演
奏
会
や
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
中
止
、
合
奏
等
の

大
勢
が
集
ま
る
活
動
の
制
限
な
ど
、
思
う
よ

う
に
活
動
が
で
き
な
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

　

三
年
生
フ
ェ
ア
ウ
エ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
や
、

出
前
ラ
イ
ヴ
の
代
わ
り
と
な
る
保
育
施
設
へ

の
動
画
作
成
な
ど
、
例
年
に
は
な
い
活
動
が

多
く
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
部

員
全
体
で
何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
活
動

を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

急
な
出
来
事
で
練
習
が
出
来
な
く
な
る
と

い
う
経
験
を
し
、
練
習
が
で
き
る
こ
と
は
当

た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
今
あ
る
時

間
を
大
切
に
し
、

来
年
度
の
定
期

演
奏
会
や
全
日

本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
よ
り

良
い
演
奏
が
で

き
る
よ
う
、
日
々

の
練
習
を
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

で
取
り
組
も
う
と
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
一
致
団

結
し
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
基
づ
い
た

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
や
三
密
を
防
い
だ

班
の
人
数
調
整
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
安
心
感

を
持
っ
て
日
々
の
部
活
動
に
励
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
興
譲
祭
で
は
食
品
ロ
ス

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
発
表
と
「
環
境
に
や
さ

し
い
料
理
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し

た
レ
シ
ピ
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
に
様
々

な
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
の
は

顧
問
の
先
生
を
は

じ
め
と
し
た
た
く

さ
ん
の
方
々
の
支

え
が
あ
っ
て
こ
そ

で
す
。
こ
れ
か
ら

も
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
、
活
動

し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

令
和
二
年
度

部　

活　

動

活 

動 

報 

告

文
化
部

◇
美　

術　

部

◇
吹
奏
楽
研
究
ク
ラ
ブ

◇
調
理
科
学
部

◇
音　

楽　

部

◇
新
聞
文
芸
部

顧

問

佐
々
木
　
綾
　
子

宮
　
下
　
説
　
子

前

部

長

渡
　
部
　
千
　
紗

現

部

長

大
　
橋
　
彩
　
未

顧

問

土
　
井
　
広
　
一

進
　
藤
　
美
　
沙

市
ノ
渡
　
満
　
与

前

部

長

齋
　
藤
　
千
　
尋

現

部

長

門
　
叶
　
優
　
花

顧

問

渡
　
部
　
弘
　
美

田
　
近
　
裕
　
子

前

部

長

伊
　
藤
　
和
　
雅

現

部

長

山
　
木
　
　
　
穂

顧

問

山
　
口
　
英
　
雄

三
　
上
　
　
　
桂

前

部

長

土
　
田
　
莉
　
子

現

部

長

橋
　
本
　
夏
花
咲

顧

問

芳
　
賀
　
有
美
子

藤
　
原
　
洋
　
子

前

部

長

長
　
橋
　
昂
　
汰

現

部

長

梅
　
津
　
皓
　
平
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一
年
の
部
活
動
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
の
コ
ア
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ

ブ
の
主
な
活
動
は
、
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
に

お
け
る
研
究
、
生
物
班
・
ロ
ボ
ッ
ト
班
・
情
報

班
・
物
理
班
な
ど
に
分
か
れ
て
行
っ
た
校
内
研

究
、
各
種
大
会
や
発
表
会
へ
の
参
加
、
企
業
・

他
校
の
高
校
生
と
連
携
し
た
「
や
ま
が
た
Ａ
Ｉ

部
」
へ
の
参
加
な
ど
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
育
成
塾
で
は
二
年
生
九
名
が

山
形
大
学
工
学
部
の
研
究
室
に
配
属
さ
れ
、
興

味
関
心
に
応
じ
た
様
々
な
分
野
の
専
門
的
な
研

究
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
塾
長

ゼ
ミ
と
し
て
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン

ス
研
究
の
権
威
で
あ
る
城
戸
淳
二
先
生
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
指
導
を
い
た
だ
く
な
ど
、

大
変
貴
重
で
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
大
会
・
発
表
会
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
予
選
へ
の
積
極
的
な
エ
ン

ト
リ
ー
に
よ
る
全
国
大
会
へ
の
進
出
や
、
全
国

規
模
の
学
会
や
講
演
会
に
学
校
内
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
、
研

究
活
動
に
対
す
る
良
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
野
球
部
は
人
と
し
て
成
長
で
き
る
よ

う
に
〝w

in the respect

〟
と
い
う
目
的
の
下
、

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
大
会
が
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
夏
の
大
会
は
開
催
さ
れ
る
こ
と
を

信
じ
て
自
主
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
幸
い
に
も

代
替
大
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

結
果
は
三
回
戦
敗
退
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦

め
ず
楽
し
み
な
が
ら
試
合
を
繰
り
広
げ
た
三
年

生
の
姿
は
、
新
チ
ー
ム
の
こ
れ
以
上
な
い
お
手

本
と
な
り
ま
し
た
。
新
体
制
で
臨
ん
だ
秋
季
大

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
れ
だ
け
三
年
生
に
頼
っ

て
い
た
か
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
試
合
と
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
の
目
標
で
あ
る
「
甲
子
園
で
校

歌
を
歌
う
」
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
も
広
い

視
野
を
持
ち
、
二
割
の
余
裕
を
持
っ
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
応
援
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

私
た
ち
陸
上
競
技
部
は
現
在
、
二
年
生
八
名
一

年
生
十
六
名
、
計
二
十
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
多
く
の
選
手
が
県
新
人
大
会
出
場

し
、
中
で
も
二
名
が
入
賞
、一名
が
東
北
新
人
大

　

今
年
度
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、後
藤
由
香
先
生・

石
黒
吉
寛
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
選
手
十
七

名
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
六
名
で
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
し
か
し
、一斉
休
校
を
受
け
、
四
月
・
五
月

は
ほ
と
ん
ど
練
習
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
地
区

総
体
・
県
高
校
総
体
と
も
に
中
止
に
な
って
し
ま

い
ま
し
た
。

　

新
体
制
に
な
って
か
ら
も
活
動
の
制
限
は
続
き
、

練
習
試
合
が
中
々
組
め
な
い
状
態
で
し
た
が
、
そ

れ
を
逆
手
に
と
り
、
守
備
練
習
を
主
に
基
礎
か

ら
丁
寧
に
練
習
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
練

習
の
成
果
を
実
戦
で
発
揮
出
来
ず
九
月
の
安
部

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
で
き
る
こ

と
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
一
年
で
し
た
が
、

幸
い
に
も
僕
た
ち
の
目
標
と
し
て
い
た
英
語
デ

ィ
ベ
ー
ト
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
政
府
は
二
〇
三

五
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
し
て
使
用
す

る
乗
用
車
の
生
産
を
禁
止
す
る
べ
き
か
、
否

か
」
で
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
先
生
の

助
け
を
借
り
な
が
ら
論
を
作
成
し
、
練
習
を
重

ね
た
結
果
、
興
譲
館
で
初
と
な
る
優
勝
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
通
し

て
、
僕
た
ち
は
様
々
な
考
え
の
人
と
意
見
を
交

換
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
仲
間
と
協
力
し
て
課

題
を
解
決
す
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も 

、
英
語
を

楽
し
く
学
び
、
多

く
の
場
面
で
実
践

的
に
使
う
よ
う
な

部
活
動
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

な
り
ま
し
た
。
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
部
員
同
士
で
教
え
合

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う
こ
と
で
よ
り
良
い
合

唱
に
向
か
っ
て
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
か
わ
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
歌
声
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
出
場
と
い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
県
高
校
駅
伝
大
会
で
は
、
今
ま

で
の
順
位
・
記
録
を
大
き
く
上
回
る
走
り
で
襷

を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
主
練
習
の
期

間
が
続
い
た
り
大
会
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
り
慣

れ
な
い
状
況
の
中
で
も
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
こ

の
よ
う
な
結
果
に
つ
な
げ
ら
れ
た
こ
と
は
自
信
に

な
り
ま
し
た
。
一方
で
、
思
う
よ
う
な
パフ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
出
来
ず
悔
し
い

思
い
が
残
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
自

信
や
悔
し
さ
、
ま
た
顧

問
の
先
生
や
保
護
者
の

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に一分
一秒
を

全
力
で
、
そ
し
て
私
た

ち
ら
し
く
明
る
く
楽
し

く
練
習
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

◇
Ｃ
Ｓ
Ｓ
部

◇
野　

球　

部

◇
陸
上
競
技
部

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

顧

問

髙
　
橋
　
　
　
渉

山
　
口
　
大
　
輔

石
　
黒
　
宏
　
治

江
　
袋
　
晴
　
菜

前

部

長

牛
久
保
　
　
　
舞

現

部

長

髙
　
梨
　
美
　
佳

顧

問

吉
　
田
　
真
　
悟

川
　
合
　
良
　
典

前

部

長

情
　
野
　
太
　
陽

現

部

長

佐
　
藤
　
琉
　
光

顧

問

落
　
合
　
　
　
祐

尾
　
田
　
憲
　
昭

前

部

長

安
　
部
　
　
　
司

現

部

長

横
　
山
　
文
　
香

顧

問

後
　
藤
　
由
　
香

石
　
黒
　
吉
　
寛

前

部

長

平
　
井
　
義
　
祈

現

部

長

本
　
田
　
孝
　
和

運
動
部

◇
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

顧

問

向
　
田
　
智
　
弘

市
ノ
渡
　
満
　
与

前

部

長

丸
　
田
　
　
　
蒼

現

部

長

菅
　
野
　
翔
　
太
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今
年
度
の
反
省
と
来
年
度
の
抱
負

　

本
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
目
標
で
あ
る
「
県
大
会

優
勝
・
Ｙ
１
昇
格
」
の
達
成
に
向
け
て
、
今
年

も
チ
ー
ム
全
員
が
一
丸
と
な
り
日
々
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
が
発
足
し
て
か
ら
す
ぐ
の
代
替
大

会
や
県
リ
ー
グ
で
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
な
結

果
を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
改
め

て
先
輩
方
の
存
在
の
大
き
さ
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
地
区
新
人
大
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
良

さ
を
出
す
こ
と
は
で
き
た
も
の
の
試
合
終
盤
で

の
失
点
や
立
て
続
け
の
失
点
な
ど
、
そ
れ
以
上

に
悪
い
と
こ
ろ
が
出
て
し
ま
い
、
県
大
会
へ
駒

を
進
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

敗
戦
を
受
け
、
自
分
た
ち
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
直

し
、
修
正
し
て
更
な
る
チ
ー
ム
力
強
化
に
励
み

ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
公
式
戦
、
高
校
サ

ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
で
は
三
回
戦
で
シ
ー
ド
校

東
海
大
山
形
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
敗
退
す
る
も

少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
、
ま
た
粘
り
強

い
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
少
な

か
ら
ず
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
今
シ
ー
ズ
ン
の
成

長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ゲ
ー
ム
で
し
た
。

　

今
年
の
悔
し
さ
を
忘
れ
ず
、
先
生
方
、
選
手
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
一
体
と
な
り
来
春
に
勝
利
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

初
め
て
の
制
限
の
中
で　

　

今
年
度
、
私
た
ち
は
三
年
生
七
名
、
二
年
生

八
名
、
一
年
生
十
名
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
地
区
総
体
を
は
じ
め
と
す
る
大
会
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
練
習
で
は
、
感
染
症
予
防
に
努
め
た
制

限
が
か
け
ら
れ
、
思
う
よ
う
に
練
習
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
も
部
員
全
員
で
数
少
な
い
練
習
を
集
中

し
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
と
な
り
、
昨
年
か
ら
の
堅
守
速
攻

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ

た
セ
ッ
ト
プ
レ
ー
、
オ
ー
ル
コ
ー
ト
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
を
加
え
、
県
ベ
ス
ト
８
を
目
指
し
て
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
残
り
少
な
い
期
間

で
、
今
ま
で
出
た
課
題
を
克
服
し
、
一
人
ひ
と

り
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
全
力
で
頑
張
り
ま

す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

　

私
た
ち
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
二

十
一
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
二
名
の
計
二
十
三
名

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
地
区
高
校
総
体
を
迎
え
る
こ
と
な
く
代
替

わ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
に
な
っ
て
最
初
の
こ
ろ
は
部
長
決
め

な
ど
の
話
し
合
い
で
意
見
が
う
ま
く
ま
と
ま
ら

今
年
度
を
振
り
返
っ
て

　

今
年
度
、
三
年
生
は
早
期
に
引
退
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
新
体
制
と
な
っ
た
チ
ー
ム
で
練
習
を

再
開
し
ま
し
た
。
例
年
よ
り
コ
ー
ト
を
使
用
で

き
る
日
数
は
減
っ
た
も
の
の
、
そ
の
分
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
競
技
の
向
上
を

目
指
し
ま
し
た
。
九
月
、
地
区
新
人
戦
大
会
が

開
催
さ
れ
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
達
成
の
た
め

に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
大
会
の
運
営
・
準
備

を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

持
っ
て
挑
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
新
人
戦

大
会
に
お
い
て
は
、
米
沢
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

の
長
谷
川
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
技
術

面
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
良
い
成

績
は
残
せ
な
か
っ
た
も
の
の
、
次
に
つ
な
が
る

杯
で
は
四
位
で
し
た
。
た
だ
、
負
け
た
中
で
も
課

題
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
大
会
に
向

け
て
守
備
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
十
一
月
の
地
区
新
人
大
会
で
は
レ
シ
ー

ブ
返
球
率
が
格
段
に
上
が
り
、
随
所
で
コ
ン
ビ
を

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

順
位
も
一つ
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
成
長
も
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
の
私
た
ち
の
大
き
な
課
題
は
、
相
手
に
掴

ま
れ
た
流
れ
を
自
分
た
ち
で
断
ち
切
る
こ
と
が
で

き
ず
、
連
続
で
得
点
を
許
し
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
技
術
・
精
神
両
面
で
の
向
上
を
目
指
し
、

チ
ー
ム
全
体
で
声
を
掛
け
合
い
、
自
分
た
ち
の
バ

レ
ー
が
展
開
で
き
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。
保

護
者
や
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
支
援
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
も
頑
張
って
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
々
精
進
」　

　

今
年
度
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
三

年
生
三
名
、
二
年
生
八
名
、
一
年
生
五
名
の
計

十
六
名
で
始
動
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
で
三
年
生
最
後
の
大
会
が
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
三
年
生
は
最
後
ま
で
先

輩
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
私
た
ち
に
示
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
は
ど
ん
な
状

況
で
も
そ
の
瞬
間
を
全
力
で
楽
し
み
、
最
後
ま

で
諦
め
な
い
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
で
は
県
ベ
ス
ト
８
を
目
標
に
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
地
区
新
人
大
会
で
は
準
決
勝
で

米
沢
東
高
校
に
敗
れ
三
位
と
い
う
結
果
に
終
わ

り
、
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
個
人
の
基
礎
ス
キ
ル
、
シ
ュ
ー
ト

率
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
等
を
目

指
し
て
一
つ
ひ
と

つ
の
練
習
に
励
ん

で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

日
々
ご
指
導
く

だ
さ
る
先
生
方
を

は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
々
に
感
謝

し
、
よ
り
一
層
強

い
チ
ー
ム
に
な
れ

る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
多

く
の
方
の
支
え
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
春
季
高

校
総
体
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

◇
サ
ッ
カ
ー
部

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
男
子

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
男
子

顧

問

齋
　
藤
　
幸
　
司

山
　
口
　
　
　
優

前

部

長

髙
　
橋
　
圭
　
吾

現

部

長

松
　
下
　
晋
　
也

顧

　

問

廣
　
瀬
　
辰
　
平

　

　

　

山
　
口
　
大
　
輔

前

部

長

渡
　
邊
　
悠
　
斗

現

部

長

三
ヶ
山
　
悠
　
太

顧

　

問

小
　
林
　
啓
　
明

　

　

　

坂
　
野
　
理
　
絵

前

部

長

寺
　
澤
　
晴
　
香

現

部

長

遠
　
藤
　
真
　
緒

顧

問

猪
　
俣
　
幸
　
一

向
　
田
　
智
　
弘

前

部

長

種
　
村
　
　
　
翔

現

部

長

小
　
山
　
　
　
醇

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

顧

問

西
　
部
　
智
　
広

佐
　
藤
　
好
　
由

前

部

長

山
　
口
　
和
　
也

現

部

長

山
　
口
　
由
　
悟
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「
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
」

　

私
た
ち
卓
球
部
は
、
男
子
九
人
女
子
七
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

も
あ
り
毎
年
五
月
に
行
わ
れ
て
い
る
高
体
連
が

無
く
な
り
、
三
年
生
は
悔
し
い
引
退
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
学
校
が
始
ま
っ
て
か
ら
部
活

動
は
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
九
月
に
行
わ
れ
て

い
る
新
人
戦
ま
で
大
会
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
が
、
新
人
戦
で
は
各
々
の
課

　

私
た
ち
水
泳
部
は
所
属
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が
複

数
に
分
か
れ
て
お
り
、
例
年
で
さ
え
部
員
が
集

ま
れ
る
活
動
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
大
会
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
機
会
が
減
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月
、
五
月
は
各

ク
ラ
ブ
の
練
習
プ
ー
ル
の
休
館
や
大
会
の
中
止

が
続
き
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
水
中
の
練
習
や
大

会
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
見
通
し
が
つ
か

ず
、つ
ら
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。そ
の
後
様
々

な
活
動
が
再
開
さ
れ
て
も
、
感
染
対
策
と
し
て

出
場
人
数
の
減
少
や
声
援
禁
止
、
こ
ま
め
な
消

毒
な
ど
の
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
戸

惑
い
ま
し
た
。
今
こ
う
し
て
例
年
の
状
況
に
戻

り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
当
た
り
前
だ
と
は
決
し
て

新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
一
年

　

山
岳
部
は
現
在
二
年
生
五
人
、
一
年
生
四
人

の
計
九
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
先
輩
方
が
最

後
の
大
会
に
出
場
で
き
ず
に
引
退
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
私
達
は
そ
ん
な
先
輩
方
の
無
念
さ
も

し
っ
か
り
と
受
け
取
っ
た
上
で
日
々
の
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

山
岳
部
の
活
動
は
主
に
無
雪
期
と
積
雪
期
に

分
か
れ
ま
す
。
無
雪
期
の
平
日
は
基
本
的
に
校

舎
を
使
っ
て
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
聞
い
て
天
気
図
を
記
入
す
る
天
気
図

作
成
を
行
い
ま
す
。
休
日
は
県
内
外
の
山
を
登

り
に
行
き
ま
す
。
積
雪
期
に
な
る
と
ス
キ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ジ
ム
主
催
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
大
会
に
出
場
す

る
な
ど
挑
戦
の
多
い
一
年
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ
つ
、

「
安
全
か
つ
楽

し
む
」
と
い
う

伝
統
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
ブ
レ
ず

に
掲
げ
な
が
ら

部
員
一
同
頑
張

っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
体
制
に
な
っ
て

　

私
た
ち
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
顧
問
の
髙
田
先

生
、
伊
勢
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
二
年
生
四

名
、
一
年
生
三
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
員

数
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
絆
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
七
名
は
家
族
の
よ
う
な
関
係
を
築
き
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響

も
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え

て
い
た
だ
き
、
毎
日
の
練
習
や
大
会
に
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
部
員
全

員
で
技
術
面
と
精
神
面
の
両
方
を
鍛
え
、
大
会

で
よ
り
良
い
結
果
が
出
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、

支
え
て
く
だ
さ
る
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
る
よ

う
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

  

私
た
ち
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
三
年
生
四

名
、
二
年
生
三
名
、
一
年
生
六
名
の
計
十
三
名

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
部
活
動
が
制
限
さ

れ
、
三
年
生
は
最
後
の
大
会
を
迎
え
る
こ
と
な

く
引
退
と
い
う
形
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
困
難
な
状
況
の
中
で
も
私
た
ち
は
「
地
区

制
覇
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
前
進
し
て
き
ま
し

た
。
休
校
に
よ
る
練
習
時
間
の
不
足
や
、
初
心

者
も
い
る
中
で
の
練
習
で
不
安
や
悩
み
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
一
人
ひ
と
り
が
、
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
話

し
合
い
を
す
る
こ
と
で
真
剣
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
地
区
新
人
大
会
で
は
満
足
す

る
結
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
悔

し
い
思
い
を
バ
ネ
に
し
て
来
年
度
も
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

な
か
っ
た
り
、
部
長
と
副
部
長
で
考
え
た
練
習

メ
ニ
ュ
ー
が
う
ま
く
回
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、

足
並
み
が
揃
わ
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
大
会
を
経
験
し
て
か
ら
は
県
で

通
用
す
る
実
力
を
つ
け
る
と
い
う
明
確
な
目
標

が
で
き
、
基
礎
練
習
や
体
づ
く
り
な
ど
に
も
熱

が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ

の
調
子
で
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
み
、
部
活
動

と
い
う
も
の
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

思
わ
ず
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
全
て
の
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

題
を
見
つ
け
次
に
繋
が
る
試
合
を
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
で
は
各
々
が
大
会
で

見
つ
け
た
課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
部
員
全
員

に
共
通
す
る
課
題
を
教
え
合
い
な
が
ら
練
習
し
、

来
年
度
の
高
体
連
に

向
け
頑
張
っ
て
い
ま

す
。    

こ
の
よ
う
な

状
況
だ
か
ら
こ
そ
決

し
て
諦
め
ず
、
今
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯

頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
山　

岳　

部

◇
卓　

球　

部

◇
水　

泳　

部

顧

問

菊
　
地
　
　
　
篤

伊
　
藤
　
謙
　
汰

前
　
部
　
長

猪
　
股
　
舜
　
斗 

現
　
部
　
長

佐
　
藤
　
匠
　
馬

顧

問

菅
　
沼
　
　
　
正

山
　
口
　
憲
　
武

前

部

長

黒
　
金
　
創
一
朗

現

部

長

山
　
口
　
達
　
也

顧
　
　
　
問

石
　
黒
　
宏
　
治

村
　
岡
　
　
　
彩

前
　
部
　
長

田
　
村
　
若
　
菜

現
　
部
　
長

尾
　
形
　
綺
　
音

◇
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

顧

　

問

髙
　
田
　
和
　
典

伊
　
勢
　
幹
　
彦

前

部

長

平
　
　
　
明
　
星

現

部

長

和
　
泉
　
希
　
音

◇
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
女
子

顧

問

狩
　
野
　
章
　
和

中
　
川
　
玲
　
子

前

部

長

遠
　
藤
　
理
　
央

現

部

長

安
　
部
　
理
　
央
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正
射
必
中
を
目
指
し
て

　

い
つ
も
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
射
技
の
向
上
の
た
め
、
仲
間
と
協

力
し
合
い
な
が
ら
日
々
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

悔
し
さ
を
⼒
に

　

私
た
ち
興
譲
館
ホ
ッ
ケ
ー
部
は
、男
子
は「
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
東
北
地
区
予
選

会
」
で
三
位
以
上
、
女
子
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出

場
を
目
標
に
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。

　

男
子
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
も
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
出
来
る

こ
と
を
考
え
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
最
大
限

の
練
習
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

待
ち
に
待
っ
た
東
北
大
会
で
は
福
島
県
立
修

明
高
等
学
校
と
対
戦
し
、
惜
し
く
も
一
対
二
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、日
々

の
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
成
長
を
実
感
で
き
た
良
い
機
会
と
な
り
ま

　

私
た
ち
ス
キ
ー
部
は
、
一
年
生
三
名
、
二
年

生
一
名
の
合
計
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
夏

場
は
体
力
づ
く
り
や
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

冬
場
は
ス
キ
ー
場
で
の
ポ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
顧
問
の
先
生
の
御
指
導
の
も
と
、
部
活

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
部
活
で
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
中
、
ス
キ
ー
競

技
で
は
例
年
通
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
部

員
そ
れ
ぞ
れ
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
と
い
う
目

標
の
為
に
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん

な
機
会
を
貰
え
る
こ
と
は
と
て
も
恵
ま
れ
て
い

る
こ
と
な
の
で
、
そ
の
事
が
当
た
り
前
だ
と
は

思
わ
ず
、
大
会
ま
で
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
支
え
て
下
さ
る
顧
問
の

先
生
や
家
族
に
感
謝
し
て
予
選
に
挑
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
感
謝
」

　

私
た
ち
剣
道
部
は
三
年
生
六
名
、
二
年
生
七

名
、
一
年
生
八
名
の
合
計
二
十
一
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
も
あ
り
、
三
年
生
は
県
高
校
総
体
に
出

れ
な
い
ま
ま
現
役
を
退
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

例
年
通
り
に
活
動
す
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
練
習

試
合
や
試
合
も
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
一
人
ひ
と
り

が
チ
ー
ム
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
お

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
、
質
の
高
い
稽
古
を
作

り
上
げ
日
々
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
楽
し
く
稽
古
を
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
る

の
も
顧
問
の
先
生
方
や
保
護
者
、
た
く
さ
ん
の

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
方
が
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
多
く
の
人
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
継
承　

興
譲
館
柔
道
部
」

　

今
年
度
の
柔
道
部
の
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
休
校
明
け
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

三
年
生
は
一
年
生
と
ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と

の
な
い
ま
ま
の
引
退
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
三

年
生
の
先
輩
二
人
が
抜
け
、
一
、
二
年
生
が
一

人
ず
つ
の
た
っ
た
二
人
で
の
活
動
。
し
か
も
、

柔
道
は
「
密
」
な
競
技
と
い
う
こ
と
で
、
六
月

半
ば
ま
で
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
み
。
よ
う
や
く

柔
道
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
週
末

に
米
沢
工
業
高
校
や
置
賜
農
業
高
校
の
皆
さ
ん

と
合
同
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
久
し
ぶ

り
に
多
く
の
仲
間
と
柔
道
が
で
き
た
と
き
は
、

本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　

大
会
も
な
く
な
っ
た
り
、
規
模
が
縮
小
さ
れ

て
の
開
催
だ
っ
た
り
で
、
例
年
と
は
全
く
違
う

一
年
で
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｂ
会
稽
古
も
な
く
な
り
残

念
で
あ
っ
た
が
、
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

興
譲
館
柔
道
部
の
歴
史
を
未
来
に
つ
な
げ
る
た

め
に
、
今
で
き
る
こ
と
に
集
中
し
て
精
進
し
て

い
き
た
い
。

し
た
。

　

女
子
は
、
目
標
達
成
に
向
け
日
々
の
練
習
を

真
剣
に
行
い
、
数
少
な
い
練
習
試
合
で
は
一
回

一
回
を
大
切
に
し
、
回
数
を
重
ね
る
度
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
北
大
会
で
岩
手

県
立
沼
宮
内
高
等
学
校
と
戦
い
ま
し
た
。
結
果

は
、
〇
対
二
と
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
課

題
で
あ
っ
た
〝
攻
め
き
る
〟
こ
と
が
で
き
、
今

ま
で
で
一
番
い
い
試
合
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
私
た
ち
興
譲
館
ホ
ッ
ケ
ー
部
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
顧
問
の
先
生
方
、
コ
ー

チ
の
方
々
、
Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
保
護
者
の
方
々
、

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

に
深
く
感
謝
し
、
目
標
に
向
け
て
全
力
で
励
ん

で
い
き
ま
す
。

た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
練
習
や
大
会
の
機
会
が
少
な
く
、
難
し
い

シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
も
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
課
題
を
修
正
し
よ

う
と
努
力
し
た
り
、
お
互
い
に
射
型
に
つ
い
て

指
摘
し
た
り
と
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時

に
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
体
配

の
意
識
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
次
年
度

へ
の
課
題
を
見
つ
け
る
良
い
機
会
と
も
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
改
善

す
る
た
め
に
、
毎
日
の
練
習
に
目
標
を
も
ち
、

全
員
が
正
射
必
中
を
貫
け
る
よ
う
に
一
致
団
結

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
ス
キ
ー
部

◇
ホ
ッ
ケ
ー
部

◇
弓　

道　

部

◇
剣　

道　

部

顧

問

坂
　
野
　
理
　
絵

猪
　
俣
　
幸
　
一

前

部

長

菅
　
原
　
　
　
耀

現

部

長

中
　
沢
　
愛
　
歩

顧

問

手
　
塚
　
　
　
剛

今
　
崎
　
徹
　
郎

佐
　
藤
　
由
　
惟

前

部

長

金
　
見
　
榛
　
音

山
　
田
　
里
佳
子

現

部

長

藤
　
倉
　
　
　
魁

渡
　
部
　
史
　
華

顧

問

原
　
田
　
知
　
明

村
　
上
　
由
　
樹

前

部

長

小
　
嶋
　
　
　
華

現

部

長

髙
　
橋
　
可
奈
子

顧
　
　
　
問

五
十
嵐
　
弘
　
一

松
　
村
　
宜
　
典

前
　
部
　
長

長
　
岡
　
勝
　
梧

佐
　
藤
　
　
　
愛

現
　
部
　
長

佐
　
藤
　
光
月
流

金
　
田
　
藍
　
佳

◇
柔　

道　

部

顧

問

荒
　
井
　
ゆ
り
子

秋
　
葉
　
　
　
崇

前

部

長

猪
　
股
　
諒
　
太

現

部

長

髙
　
橋
　
大
　
祉
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No. 種目名
男　　　　子

No. 種目名
女　　　　子

優勝 ２位 ３位 優勝 ２位 ３位

１ 登 山 最優秀
米沢工業

優　秀
米沢興譲館 １ 登 山 （奨  励）

米沢興譲館

２ 剣 道 米沢中央 米沢興譲館 長 井 米沢工業 ２ 剣 道 米沢中央 長 井 高 畠 米 沢 東

３ 柔 道 米沢中央 米沢工業 長井工業 ３ 柔 道 米沢中央 置賜農業

４ 弓 道 米沢工業Ａ 長 井 Ａ 長 井 Ｂ ４ 弓 道 長 井 Ａ 長 井 Ｂ 米沢興譲館Ａ

５ バスケットボール 米沢中央 米沢興譲館 長 井 米沢工業 ５ バスケットボール 九里学園 米 沢 東 米沢興譲館 米沢商業

６ バレーボール 米沢中央 長 井 米沢興譲館 ６ バレーボール 米沢中央 長 井 九里学園

７ サ ッカ ー 米沢中央 米沢工業 長 井 ７ サ ッカ ー 米沢中央

８ ソフトボール ８ ソフトボール 米沢中央 長 井 南 陽

９ ソフトテニス 米沢工業 米沢興譲館 長井工業 長 井 ９ ソフトテニス 長 井 南 陽 米沢商業 米 沢 東

10 卓 球 米沢中央 長 井 九里学園 米沢興譲館 10 卓 球 米沢中央 米沢興譲館 米 沢 東 高 畠

11 バドミントン 長 井 九里学園 米沢興譲館 南 陽 11 バドミントン 米沢興譲館 九里学園 米沢商業 長 井

12 フェンシング 米沢中央 高 畠 12 フェンシング 米沢興譲館 高 畠

13 ホッケ ー 置賜農業 米沢興譲館 13 ホッケ ー 米沢興譲館

14 テ ニ ス 米沢中央 14 テ ニ ス 実施なし

令和２年度置賜地区高等学校新人体育大会各競技学校対抗成績一覧
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部活名 代替大会 地区高校新人体育大会 県高校新人体育大会 その他の大会等

陸
上
競
技

令和２年度山形県高等学校陸上競技
置賜地区大会

【男子】
1500m　　  第３位　丸子　晴樹
5000m　　  第３位　丸子　晴樹
5000mW　  第６位　佐藤　琉斗
４×400m  第４位
　　　杉本　貴洸・那須　悠介
　　　金子隆太郎・皆川　泰毅

【女子】
100m　  　第８位　川合　世蘭
800m　 　 第７位　吉田　陽乃
1500m　 　 第４位　舩山　明莉
1500m　 　 第６位　吉田　陽乃
3000m　 　 第２位　舩山　明莉
走高跳　　第２位　横山　文香
走幅跳　　第５位　川合　世蘭
　　　　　第８位　中川　綾菜
三段跳　　第３位　横山　文香
４×400m  第４位　
　　　横山　文香・舩山　明莉
　　　吉田　陽乃・平　ひより

【男子】
800m　  　第８位　大木　和実
1500m　 　 第２位　丸子　晴樹
　　　  　 第６位　鈴木　悠斗
5000m　 　 第３位　丸子　晴樹
3000mSC　 第６位　佐藤　圭悟
5000mW  　第６位　佐藤　琉斗
走幅跳　　第５位　寒河江正和
4×100m　第５位
　　　杉本　貴洸・寒河江正和
　　　齋藤　遼真・那須　悠介
4×400m　第４位
　　　那須　悠介・金子隆太郎
　　　齋藤　遼真・大木　和実

【女子】
100m　　  第４位　川合　世蘭
800m　　  第５位　吉田　陽乃
　　　　　第６位　平　ひより
1500m 　　 第３位　舩山　明莉
　　　　   第５位　吉田　陽乃
　　　　　第６位　平　ひより
3000m 　　 第１位　舩山　明莉
走高跳　　第３位　横山　文香
走幅跳　　第３位　川合　世蘭
　　　　　第７位　中川　綾菜
　　　　　第８位　井上　阿弥
三段跳　　第３位　横山　文香
4×100m　第４位
　　　井上　阿弥・伊藤みつき
　　　中川　綾菜・川合　世蘭
4×400m　第３位
　　　川合　世蘭・舩山　明莉
　　　伊藤みつき・横山　文香

【男子】
5000mW　  第10位　佐藤　琉斗

【女子】　　
1500m　　決勝進出　吉田　陽乃
走高跳　　第７位　横山　文香
走幅跳　　第５位　川合　世蘭
三段跳　　第４位　横山　文香　
　　　　　　　　　→東北新人大会出場

令和２年度第25回東北高等学校
新人陸上競技選手権大会

【女子】
三段跳　第16位　横山　文香

男子第71回／女子第32回
山形県高等学校駅伝競走大会
兼令和２年度全国高等学校駅伝競走大会
山形県予選会

【男子】　第10位　２：30：01
【女子】　第７位　１：24：18

硬
式
野
球

山形県高等学校野球大会2020
１回戦　対　荒砥・長工連合　
２回戦　対　米沢中央
３回戦　対　鶴岡東

１次予選
　１回戦　　対　長　　井　17－６
代表決定戦　対　九　　里　１－14
　　　　　　　　　　　（５回コールド）
２次予選
　１回戦　　対　置農・長工連合　16－１
　　　　　　　　　　　（７回コールド）
代表決定戦　対　高畠・米東連合　６－１

２回戦　対　山形中央　２－７ 第36回１年生大会置賜地区予選　
リーグ戦
　対　長井・長工・置農・米商　15－６
　対　米沢中央　　　　　　　　０－10

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

【男子】
２回戦　対　南　　陽　95－73
準決勝　対　長　　井　83－69
決勝　　対　米沢中央　54－150
よって、準優勝

（第２代表で県高校新人大会出場）。

【女子】
１回戦　　　対　南　　陽　66－44
準決勝　　　対　米 沢 東　33－55
順位決定戦　対　米沢商業　61－60
よって、第３位

（第３代表で県高校新人大会出場）。

【男子】
１回戦　対　山形商業　57－76

【女子】
１回戦　対　山形中央　35－84

●選手権大会地区予選
【男子】
１回戦　　　対　高　　畠　70－58
準決勝　　　対　南　　陽　67－76
３位決定戦　対　長　　井　67－69
よって、第４位。

【女子】
１回戦　　　対　長　　井　79－49
準決勝　　　対　九里学園　35－82
３位決定戦　対　南　　陽　76－68
よって、第３位で県予選出場。

●選抜優勝大会県予選
【女子】
１回戦　対　山形学院　29－88

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

６チームによるリーグ戦
　　　　　　対　長井工業　２－０
　　　　　　対　長　　井　０－２
　　　　　　対　米沢中央　０－２
　　　　　　対　置賜農業　２－０
　　　　　　対　米沢工業　２－１
　　　　　　　　　　　３位で県大会へ

大会中止 ☆安部杯☆
６チームによるリーグ戦
　　　　　　対　米沢工業　１－２
　　　　　　対　置賜農業　２－０
　　　　　　対　長井工業　２－０
　　　　　　対　長　　井　０－２
　　　　　　対　米沢中央　０－２
　　　　　　　　　　　　　　　第４位

☆地区１年生大会☆
　　　　　　対　米沢工業　２－０
　　　　　　対　米沢中央　０－２
　　　　　　対　長　　井　１－１
　　　　　　　　　　　※４チーム参加

令和２年度大会・コンクール等の結果一覧
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部活名 代替大会 地区高校新人体育大会 県高校新人体育大会 その他の大会等

サ
ッ
カ
ー

☆予選リーグ
　　　　　　対　米 沢 東　５－０
　　　　　　対　米沢工業　０－１
　　　　　　対　長井工業　６－０
　　　　　　　　　　予選リーグ第２位
☆順位決定戦　
　　　　　　対　長　　井　１－６
　　　　　　　　　　　　　　　第４位

☆第99回全国高等学校サッカー選手権
　大会山形県大会
２回戦　対　天　　童　　３－０
３回戦　対　東海大山形　１－４
　　　　　　　　　　　　　３回戦敗退

卓　
　
　

球

【男子】学校対抗　第３位
２回戦　対　長 井 工　３－０　
準決勝　対　長　　井　１－３
シングルス
ベスト８　山口　達也・石谷　一歩

【女子】学校対抗　第２位
１回戦　対　長　　井　３－２
準決勝　対　高　　畠　３－１
決勝　　対　米沢中央　１－３
シングルス
第１位　　　二瓶菜津子
ベスト８　　浦田日向子

以上　県大会出場

【男子】学校対抗　２回戦敗退
１回戦　対　東桜学館　３－０
２回戦　対　山 形 商　１－３
シングルス
２回戦　山口　達也
１回戦　石谷　一歩

【女子】学校対抗　２回戦敗退
２回戦　対　山 形 商　２－３
シングルス
２回戦　二瓶菜津子
１回戦　浦田日向子

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子

令和２年度山形県高等学校ソフトテニス
競技置賜地区大会
個人　第３位　矢作　怜也・髙橋祐太朗
　　　第５位　小山　　醇・小林　　碧
　　　　　　　　　  他４.５ペア：出場

団体
予選Ｃリーグ　対　長井工業　　②－１
準々決勝　　　対　米商・南陽　②－０
準決勝　　　　対　長　　井　　②－０
決勝　　　　　対　米沢工業　　１－②
　　　　　第２位：県高校新人大会出場

個人　第５位　小山　　醇・小林　　碧
　　　第５位　矢作　怜也・髙橋祐太朗
　　　　　　　佐藤　俊輔・小下　健太
　　　　　　　青木　凜久・小形　暢宥
　　　　　　　遠藤稀来斗・木俣　開斗
　　　以上５ペア：県高校新人大会出場

個人
小山　　醇・小林　　碧　２回戦敗退
佐藤　俊輔・小下　健太　２回戦敗退
遠藤稀来斗・木俣　開斗　２回戦敗退
矢作　怜也・髙橋祐太朗　１回戦敗退
青木　凜久・小形　暢宥　１回戦敗退

団体
１回戦　対　山形東　②－１
２回戦　対　酒田南　０－③

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子

令和２年度山形県高等学校ソフトテニス
競技置賜地区大会
個人　安部　理央・佐藤　里咲：出場

団体
予選Ｃリーグ　対　高　　畠　１－②
準々決勝　　　対　米沢商業　０－②
代表決定戦　　対　高　　畠　０－②

個人　安部　理央・小関　結子
　　　以上１ペア：県高校新人大会出場

個人
　安部　理央・小関　結子：２回戦敗退

柔　

道

地区新人
【男子】
個人　73㎏級　髙橋　大祉　第２位
　　　81㎏級　楊　　剛　　第３位

県新人
【男子】
個人　73㎏級　髙橋　大祉　２回戦敗退
　　　81㎏級　楊　　剛　　１回戦敗退

全国高等学校柔道選手権大会山形県予選
地区予選会

【男子】
個人
73㎏級　髙橋　大祉　対戦なし
81㎏級　楊　　剛　　対戦なし
　　
全国高等学校柔道選手権山形県大会

【男子】
個人
73㎏級　髙橋　大祉　１回戦敗退
81㎏級　楊　　剛　　２回戦敗退

剣　

道

【男子】団体Ｂリーグ
　　　　対　高畠・米商・九里合同　
　　　　　　　　　　　４－０　勝利
　　　　対　長　　井　３－０　勝利
Ｂリーグ１位で決勝トーナメントへ
準決勝　対　米沢工業　４－０　勝利
決勝　　対　米沢中央　１－２　惜敗
　　　　　　結果　準優勝（県大会出場）
個人　第３位　遠藤　悠介
男子県大会進出者
　齋藤　洸祐・渋谷　京雅・長岡　勝信

【女子】団体（米商と合同チームで参加）
　　　　対　高　　畠　２－２　引分
　　　　対　米　　東　０－３　敗北
　　　結果　リーグ第３位（県大会出場）
個人
　　ベスト８　金田　藍佳（県大会出場）

【男子】団体Ｂリーグ
　　　　対　東桜学館　　５－０　勝利
　　　　対　寒河江工業　３－０　勝利
　　　　対　山形東　　　１－０　勝利

Ｂリーグ１位で準々決勝へ
準々決勝　対　酒田光陵　１－２　惜敗

結果　ベスト８

【女子】団体（米商と合同チームで参加）
　　　　対　鶴 岡 東　０－４　敗北
　　　　対　米沢中央　０－３　敗北

結果　リーグ第３位

個人戦　最高２回戦進出

地区冬季剣道大会
【男子】１学年の部　佐藤光月流　第３位
　　　２学年の部　長岡　勝梧　準優勝

体育文化後援会会報令和３年３月１日 51号
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部活名 代替大会 地区高校新人体育大会 県高校新人体育大会 その他の大会等

弓　
　
　

道

地区高校新人大会
【男子】団体　第４位　40射11中

県大会出場
【女子】団体　第３位
　40射８中　射詰競射　県大会出場

地区高校選抜大会
【男子】団体　予選敗退　36射４中
【女子】団体　第３位　36射８中

県大会出場

県高校新人大会
【男子】団体　予選敗退　40射８中
【女子】団体　予選敗退　40射８中

県高校選抜大会
【女子】団体　予選敗退　24射８中

第50回記念ダリヤ杯弓道大会兼置賜地区
弓道大会

【男子】個人　点数的競技
　　　　　　梅津　昂征　第２位　19点

2020年度納会
【男子】個人　梅津　大河　第１位
　８射３中　射詰競射

【女子】個人　近野　琉風　第２位
　８射４中　遠近競射
　　　　　寒河江菜穂　第３位（技能賞）
　８射４中　遠近競射

山　
　
　

岳

【男子】団体
大会山域：西吾妻山
結果：優秀（第２位）
読　　図　７／８　　
団体装備　５／５
個人装備　18／20　
体　　力　　◎　　
歩　　行　　◎　　

【女子】団体
大会山域：西吾妻山
結果：奨励賞（第３位）
読　　図　４／８
※梵天岩の手前で隊離脱した。
　成績は離脱前までのもの。

【男子】団体
行動隊②エントリー
大会山域：西吾妻山（人形石経由）
天 気 図　1.0／4.0
知識審査　2.6／4.0
計 画 書　1.4／2.0
行動記録　0.8／2.0
読　　図　8.0／10.0

【女子】団体
大会山域：西吾妻山（人形石経由）
体　　力　29.5／40.0
歩　　行　9.5／10.0
装　　備　4.5／5.0
設営撤収　0.0／5.0
天 気 図　1.8／4.0
知識審査　1.8／4.0
計 画 書　1.2／2.0
行動記録　1.0／2.0
読図技術　8.0／10.0

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【男子】
団体　第３位
１回戦　対　米沢工業　３－１　勝利
２回戦　対　長　　井　１－３　敗戦
代表決定戦
　　　　対　長井工業　３－１　勝利
３位決定戦
　　　　対　南　　陽　３－０　勝利
ダブルス
　小方　悠暉・山口　由悟組　第５位
シングルス　　山口　由悟　第４位
　　　　　　　小方　悠暉　第５位

【女子】
団体　優勝
１回戦　対　長　　井　３－１　勝利
２回戦　対　米沢商業　３－１　勝利
決勝　　対　九里学園　３－１　勝利
ダブルス
　原　　　環・佐藤結宇組　第１位
　金子　望愛・ランジェム彩葉組

　第５位
　後藤　莉子・安部　真桜組　第５位
シングルス　　原　　　環　第１位
　　　　　　　佐藤　結宇　第４位
　　　　　　　　　　　以上県大会出場

【男子】
団体
　１回戦　対　新庄東　０－３　敗戦
ダブルス
小方　悠暉・山口　由悟組　１回戦敗退
シングルス　　小形　悠暉　１回戦敗退
　　　　　　　山口　由悟　１回戦敗退

【女子】
団体
１回戦　対　山形西　１－３　敗戦
ダブルス
原　　　環・佐藤　結宇組　１回戦敗退
金子　望愛・ランジェム彩葉組

　２回戦敗退
安部　真桜・後藤　莉子組　２回戦敗退
シングルス　　原　　　環　１回戦敗退

佐藤　結宇　１回戦敗退

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

【男子】
個人フルーレ　峯田　大空　第２位
エペ　　　　　峯田　大空　第３位

【女子】
学校対抗　　第１位
個人フルーレ　和泉　希音　第１位
　　　　　　　奥山　愛子　第２位
エペ　　　　　和泉　希音　第１位
サーブル　　　大久保南美　第１位
　　　　　　　奥山　愛子　第２位

【男子】
個人フルーレ　峯田　大空　第３位
エペ　　　　　峯田　大空　第２位

【女子】
学校対抗　　第２位
エペ　　　　　和泉　希音　第２位
サーブル　　　大久保南美　第１位
　　　　　　　奥山　愛子　第２位

ＪＯＣジュニアオリンピック・カップ・
フェンシング大会

【男子】
カデエペ　　　峯田　大空　第９位
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部活名 代替大会 地区高校新人体育大会 県高校新人体育大会 その他の大会等

ホ
ッ
ケ
ー

【男子】
　対　置賜農業　第２位
　　　０－４
　０　０－２　19　　　０－１
　　　０－４

【男子】
　対　置賜農業　第２位
　　　０－０
　０　０－４　21　　　０－２
　　　０－０

【女子】
　対　米沢商業　第２位
　　　０－１
　０　０－０　１　　　０－０
　　　０－０

令和２年度東北高校選抜ホッケー大会
【男子】 １回戦
　対　修明（福島）
　　　１－０
　１　０－１　２　　　０－１
　　　０－０
　　　　　　　

【女子】 １回戦
　対　沼宮内（岩手）
　　　０－０
　０　０－１　２　　　０－０
　　　０－１

水　
　

泳

●競泳　山形スイムトライアル2020
【女子】
400ｍフリー　 　 尾形　綺音　第３位
50ｍバタフライ　佐原　陸希　第２位

【男子】
50ｍフリー　    　舩山　晃大　第４位

【女子】
400ｍフリー　　　尾形　綺音　第４位

（東北大会出場）
100ｍバタフライ　佐原　陸希　第２位

（東北大会出場）
200ｍバタフライ　佐原　陸希　第２位

（東北大会出場）

●競泳
東北高等学校新人水泳競技大会出場

【男子】
50ｍフリー　　　 舩山　晃大　第24位

【女子】　　
400ｍフリー　  　尾形　綺音　第13位
100ｍバタフライ　佐原　陸希　第18位
200ｍバタフライ　佐原　陸希　第21位

ス
キ
ー

令和２年度山形県高等学校総合体育大会
第72回山形県高等学校スキー大会

【男子】スペシャルジャンプ
　　　　　落合　創太　第２位

【女子】
大回転　　中沢　愛歩　１本目途中棄権
　　　　　原田　結子　第12位
回転　　　中沢　愛歩　第12位
　　　　　原田　結子　第13位

２名とも２種目東北大会出場権獲得

２月22日にアルペン実施 第99回山形県スキー選手権大会
【男子】スペシャルジャンプ
　　　　　　　落合　創太　第２位

【女子】
大回転　　　　中沢　愛歩　第19位
　　　　　　　原田　結子　第20位
回転　　　　　原田　結子　第23位
　　　　　　　中沢　愛歩　第24位

第76回国民体育大会冬季大会スキー競技
会山形県予選会

【少年男子】スペシャルジャンプ
　　　　　　　落合　創太　第２位

【少年女子】
大回転　　　　原田　結子　第11位
　　　　　　　中沢　愛歩　第12位

第43回東北高等学校スキー選手権大会
【女子】
大回転　　　　中沢　愛歩　第22位
　　　　　　　原田　結子　第24位
女子回転　　　中沢　愛歩　第19位
　　　　　　　原田　結子　第23位

令和２年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）・
第70回全国高等学校スキー大会

【男子】スペシャルジャンプ
　　　　　　　落合　創太　第23位

第76回国民体育大会冬季大会スキー競技会
【少年男子】スペシャルジャンプ
　　　　　　　落合　創太：大会中止

第33回全国高等学校選抜スキー大会
（ノルディック種目）
【男子】スペシャルジャンプ
　　　　　　　落合　創太：今後出場

部活動名 活動報告

美　

術

第71回緑光会　奨励賞：今井　遥名「不揃いの街」
第44回山形県高等学校総合文化祭　奨励賞：小川　綺楽「turn back time」
　　　　　　　　　　　　　　　　奨励賞：今井　遥名「不揃いの街」

吹
奏
楽
研
究

全日本アンサンブルコンテスト置賜地区予選
　サクソフォン三重奏〈金賞〉
　クラリネット三重奏〈金賞〉
　木管三重奏〈金賞・代表〉
全日本アンサンブルコンテスト山形県大会
　木管三重奏〈銀賞〉
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部活動名 活動報告

新
聞
文
芸

《新聞班》
学校新聞「興譲」発行

《文芸班》
第19回山形県高等学校文芸コンクール　散文部門　佳作　長橋　昂汰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文芸部誌部門　佳作
令和２年度全国高文連北海道東北文芸大会（岩手）紙上参加　　髙橋ののか
令和２年度全国高等学校総合文化祭（高知市）オンライン参加　佐藤　ちな
米澤新聞社主催「米新歌壇」出品
文芸部誌「無限軌道」発行

ＣＳＳＣ
（コアスーパ

ーサイエン
スクラブ）

・2019年度東北大学　探求型「科学者の卵養成講座」
　　２年　優秀賞　嘉規　円花　髙梨　美佳
　　２年　奨励賞　綿貫　滉大
・2020年度東北大学　探求型「科学者の卵養成講座」
　　自己推薦枠採択　２年　佐藤　　伯　１年　片倉叶多郎　井上　桃希
・マリンチャレンジプログラム2020年度認定研究「環境DNAでキタノメダカを救え！」　２年　佐藤　　伯
・第44回全国高等学校総合文化祭自然科学部門
　　ポスター（パネル）発表　研究奨励賞「農作物の品質管理を目指したバイオセンサーの開発」　３年　牛久保　舞　２年　髙梨　美佳
・第44回山形県高等学校総合文化祭　展示部門　科学専門部
　　ポスター発表　「上杉神社周辺のお堀の水質調査と水質改善に向けて」　１年　黒金　隆斗　石川　貴大　井上　桃希
　　　　　　　　　「電気泳動槽の自作」　１年　片倉叶多郎　吉田　　渓　原田　樹哉
・WRO Japan 2020 決勝大会 on the WEB　本部選考会
　　レギュラーカテゴリーエキスパート部門シニア　参加　２年　見保　駿作　釜田　康誠　綿貫　滉大
　　パソコン甲子園2020　プログラミング部門
・プログラミング部門予選成績優秀証　２年　髙梨　美佳　見保　駿作
　　→本選（全国大会）出場（オンライン特別枠）
　　予選参加　２年　今泉　　輝　 武田　颯太　釜田　康誠　綿貫　滉大
　　　　　　　１年　片倉叶多郎　 黒金　隆斗　吉田　　渓　石川　貴大　井上　桃希　原田　樹哉
・第20回日本情報オリンピック
　　二次予選進出　２年　今泉　　輝　武田　颯太　見保　駿作
　　一次予選参加　２年　髙梨　美佳　綿貫　滉大　１年　吉田　　渓　石川　貴大　井上　桃希　原田　樹哉
・第３回環境DNA学会・第36回個体群生体学会合同大会
　　高校生ポスター賞審査員特別賞「環境DNAでキタノメダカを救え！」　２年　遠藤　祐太　佐藤　　伯　澤井　奎治
・サイエンスキャッスル2020関東大会
　　研究発表　２年　遠藤　祐太　佐藤　　伯　澤井　奎治
・山形県高等学校文化連盟科学専門部研究発表会（県探究型学習課題研究発表会【高文連科学専門部の部】代替大会）
　　優秀賞（化学）「乾燥温度の違いにおける含水率変化とメイラード反応」　２年　綿貫　滉大
　　　→令和３年度全国高等学校総合文化祭自然科学部門　研究発表の部（化学部門）　出場決定
　　優良賞（物理）「勉強するならこの照明！－学習効率の良い照明条件の調査－」　２年　今泉　　輝
・やまがたAI甲子園（３／７開催）
　　出場予定　２年　嘉規　円花　武田　颯太　見保　駿作　１年　黒金　隆斗　石川　貴大　井上　桃希

＜科学系講習会等への参加＞
・イノベーター育成塾　所属　２年　遠藤　祐太　佐藤　　伯　 髙梨　美佳　今泉　　輝　 武田　颯太　釜田　康誠　澤井　奎治　見保　駿作　綿貫　滉大
・やまがたAI部　所属　２年　嘉規　円花　武田　颯太　見保　駿作　１年　黒金　隆斗　石川　貴大　井上　桃希

＜科学系ボランティア等への参加＞
・美しい山形・最上川フォーラム主催「身近な川や水辺の健康診断」（水質調査・水生生物調査）　１・２年全部員参加
・やまがた酸性雨ネットワーク主催「酸性雨調査」　１年全部員参加

ＳＳクラブ
（スーパーサ

イエンスク
ラブ）

・全国物理コンテスト　物理チャレンジ2020　奨励賞（第2チャレンジ進出）　３年　安部　央人
・日本物理学会　第17回 Jr.セッション　参加「μ粒子の寿命測定」　２年　髙梨　美佳　宮原　杏奈　髙橋　夢玖
・令和２年度　第10回科学の甲子園山形県大会
　　第３位　２年　本田　孝和　菅野　翔太　佐藤　　伯　武田　宗悟　那須　悠介　横山　陽音　寒河江開来　丸子　晴樹
・第３回環境DNA学会・第36回個体群生体学会合同大会
　　高校生ポスター賞審査員特別賞「環境DNAでキタノメダカを救え！」　２年　荒木　星凪
　　高校生ポスター賞審査員特別賞「環境DNAを利用したカジカ科の魚の分布図の作成」　２年　菅野　翔太　森　　玄
令和２年度山形県探究型学習課題研究発表会　一般の部
　「μ粒子の寿命測定」　２年　宮原　杏奈　 髙梨　美佳　 髙橋　夢玖
　「イザベラ・バードの記録を通して私たちの住む地域文化・歴史を知る」　２年　小川　永雅
　「風レンズのつばの形状による発電量の変化」　２年　青木　凜久　今泉　　輝　小林　　碧
　「カフェを利用した地域振興を考える」　２年　安部　理央　加藤　　遥　長谷川華穂　三ケ山悠太　河東田陽奈
令和２年度東北地区サイエンスコミュニティ研究発表会
　口頭発表「μ粒子の寿命測定」　２年　髙梨　美佳　宮原　杏奈　髙橋　夢玖
　ポスター発表「風レンズのつばの形状による発電量の変化」　２年　青木　凜久　今泉　　輝　小林　　碧　
　　　　　　　「同調圧力と兄弟構成における一考察」　２年　平間　遥奈　渡部　史華　渡邊　美晴　佐原　芽依

ＥＳＳ 令和２年度　山形県高校生英語ディベート大会　優勝
令和２年度　第15回全国高校生英語ディベート大会オンライン出場

調理科学 山形県主催「環境にやさしい料理レシピコンテスト　2020 inやまがた」　応募
第15回小野川温泉女将会　「ごっつお味噌料理コンテスト」　応募

音　

楽

福島高校音楽部との交流会（福島高校）
クリスマスコンサート（本校コモンホール）
第31回山形県声楽アンサンブルフェスティバル（山形テルサ）
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　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成31年4月1日～令和2年3月31日）
項　　　目 予算額 決算額 増　減 備　　　　　考

一 般 会 費 9,928,000 9,940,100 12,100 年額　17,000円（保護者）当初予算人数584名
特 別 会 費 408,000 400,000 △ 8,000 年額　8,000円（教職員）当初予算人数51名
賛 助 会 費 1,200,000 1,163,960 △ 36,040
繰 越 金 173,839 173,839 0 平成30年度会計より
合 　 　 　 　 　 計 11,709,839 11,677,899 △ 31,940

　支出の部
項　　　目 予算額 決算額 増  減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,600,000 4,029,082 △ 570,918 県大会以上・コンクール
参 加 料 650,000 506,300 △ 143,700 県大会以上参加料
強 化 費 2,300,000 805,590 △ 1,494,410 遠征・合宿補助
強 化 指 導 費 2,000,000 1,665,714 △ 334,286 生徒引率旅費
施 設 整 備 費 100,000 44,000 △ 56,000 体育館前冷凍庫
奨 励 費 120,000 57,040 △ 62,960 懸垂幕・生徒表彰・コーチ謝礼
応 援 活 動 費 100,000 149,080 49,080 生徒応援バス代補助他
小 計 9,870,000 7,256,806 △ 2,613,194

運
　
営
　
費

会 議 費 20,000 0 △ 20,000
事 務 費 45,000 46,882 1,882 郵送料・振替手数料
印 刷 費 300,000 263,120 △ 36,880 会報印刷代
渉 外 費 60,000 38,920 △ 21,080 会長（旅費・参加料）他
人 件 費 955,000 948,835 △ 6,165 団体職員人件費
使 用 料 120,000 115,104 △ 4,896 セコムＡＥＤレンタル料（通信・電池交換代含）
小 計 1,500,000 1,412,861 △ 87,139

予 備 費 339,839 66,252 △ 273,587 顧問登録料・振込手数料他
合 　 　 　 　 計 11,709,839 8,735,919 △ 2,973,920

決　　算　　額
　　　　　　　収入額 11,677,899　－　支出額 8,735,919　＝　残額 2,941,980　（次年度へ繰越）

　収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和2年4月1日～令和3年3月31日）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 対前年度予算増減 補正予算額 対本年度予算増減 備　　　　　考

一 般 会 費 9,826,000 9,928,000 △ 102,000 9,860,000 34,000 17,000円×578→580名（保護者）
特 別 会 費 408,000 408,000 0 408,000 0 8,000円×51名（教職員）
賛 助 会 費 800,000 1,200,000 △ 400,000 800,000 0 賛助会員
繰 越 金 2,941,980 173,839 2,768,141 2,941,980 0 令和元年度会計より
雑 収 入 0 0 0 0 0
合 計 13,975,980 11,709,839 2,266,141 14,009,980 34,000

　支出の部　　　
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 対前年度予算増減 補正予算額 対本年度予算増減 備　　　　　考

事
　
業
　
費

上級大会派遣費 4,600,000 4,600,000 0 2,400,000 △ 2,200,000 県以上大会･コンクール
前年度４～８月の支出から減額を試算

参 加 料 650,000 650,000 0 304,000 △ 346,000 県以上大会･コンクール参加料
前年度４～８月の支出から減額を試算

強 化 費 2,300,000 2,300,000 0 2,300,000 0 遠征・合宿補助
強化指導費 2,000,000 2,000,000 0 1,200,000 △ 800,000 生徒引率旅費

前年度４～８月の支出から減額を試算
施設整備費 1,700,000 100,000 1,600,000 5,600,000 3,900,000 備品費･修繕費･会場借用料他
奨 励 費 160,000 120,000 40,000 160,000 0 懸垂幕・生徒表彰他
応援活動費 500,000 100,000 400,000 0 △ 500,000 応援補助 全国高校野球県大会の中止
小 　 計 11,910,000 9,870,000 2,040,000 11,964,000 54,000

運
　
営
　
費

会 議 費 20,000 20,000 0 20,000 0 各会議補助
事 務 費 60,000 45,000 15,000 60,000 0 事務用品･郵送料･振替手数料
印 刷 費 300,000 300,000 0 300,000 0 会報印刷代
渉 外 費 60,000 60,000 0 60,000 0 会長（旅費・参加費）
人 件 費 966,000 955,000 11,000 966,000 0 団体職員人件費

使 用 料 120,000 120,000 0 100,000 △ 20,000
セコムＡＥＤレンタル代
1ヶ月使用料¥9,680×12ヶ⺼分他
→1ヶ月使用料¥9,680×5ヶ⺼分+¥6,600×7ヶ月分他

小 　 計 1,526,000 1,500,000 26,000 1,506,000 △ 20,000
予 備 費 539,980 339,839 200,141 539,980 0 顧問登録料・振込手数料
合　　　　計 13,975,980 11,709,839 2,266,141 14,009,980 34,000

令和２年度　体育文化後援会　予算及び補正予算

令和元年度　体育文化後援会　決算書
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（
名
称
・
事
務
局
）

第
一
条　

本
会
は
、
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文

化
後
援
会（
以
下「
本
会
」と
い
う
）と
称
す
る
。

　

二
、本
会
の
事
務
局
を
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校（
以

下「
本
校
」と
い
う
）内
に
置
く
。

（
目　

的
）

第
二
条　

本
会
は
、
本
校
に
お
け
る
部
活
動
を
は
じ

め
と
す
る
、
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

第
三
条　

本
会
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

　
（
一
）本
校
の
体
育
文
化
活
動
の
振
興
及
び
発
展
の

た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
業
。

　
（
二
）そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な

事
業
。

（
組　

織
）

第
四
条 

本
会
は
、
保
護
者（
一
般
会
員
）及
び
、

教
職
員（
特
別
会
員
）、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
等
本
会
の
目
的

に
賛
同
す
る
者（
賛
助
会
員
）を
以
て
組
織
す
る
。

（
役　

員
）

第
五
条　

本
会
に
会
長（
一
名
）、
副
会
長（
三
名
）、

理 

事（
六
名
）、
幹
事（
七
名
）、
監
事（
二
名
）の
役

員
を
置
く
。

　

二
、
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
但
し
再
任
を

妨
げ
な
い
。

（
役
員
の
選
出
）

第
六
条　

役
員
は
下
記
に
よ
り
選
出
し
、
総
会
の
承

認
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
、
理
事
会
で
選
出
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
、
校
長
、
教
育
振
興
会
会
長
及
び

部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
一
名
が
こ

れ
に
あ
た
る
。

　
（
三
）理
事
は
、
教
育
振
興
会
副
会
長
三
名（
一
・

三
学
年
の
部
会
長
、
教
頭
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
三
名
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　
（
四
）幹
事
は
、
教
頭
、
事
務
部
長
、
生
徒
課
長
、

総
務
課
長
、
保
護
者
一
名（
二
学
年
）及
び
部
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
二
名
が
こ
れ
に
あ
た

る
。

　
（
五
）監
事
は
、
保
護
者
二
名（
一
・
三
学
年
各　

　
　
　

一
名
）が
こ
れ
に
あ
た
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
七
条　

役
員
の
任
務
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　
（
一
）会
長
は
会
務
を
統
括
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

　
（
二
）副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ

る
時
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

　
（
三
）理
事
は
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

　
（
四
）幹
事
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
あ
た

る
。

　
（
五
）監
事
は
本
会
の
事
業
並
び
に
会
計
を
監
査
す

る
。

（
顧　

問
）

第
八
条　

本
会
に
顧
問
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

二
、
顧
問
は
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
会
長
が
委
嘱

す
る
。

（
事
務
局
）

第
九
条　

事
務
局
は
、
会
長
委
嘱
に
よ
る
事
務
局
員

で
構
成
し
、
日
常
業
務
を
処
理
す
る
。

（
会　

議
）

第
十
条　

本
会
の
会
議
は
総
会
、
理
事
会
、
幹
事
会

と
す
る
。

　
（
一
）総
会
は
年
一
回
召
集
し
、
役
員
の
承
認
、
予

算
・
決
算
の
承
認
、
規
約
の
改
正
、
そ
の
他
必
要
事

項
を
議
決
す
る
。
ま
た
、
必
要
あ
る
と
き
は
臨
時
総

会
を
召
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。　

　
（
二
）理
事
会
、
幹
事
会
は
必
要
に
応
じ
て
随
時
会

長
が
召
集
し
、
総
会
に
提
出
す
る
議
案
に
関
す
る
こ

と
、
本
会
の
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他
必
要
事

項
を
審
議
す
る
。

　
（
三
）理
事
会
は
会
長
、副
会
長
、理
事
で
構
成
す
る
。

　
（
四
）総
会
及
び
理
事
会
の
議
長
は
会
長
が
務
め
る
。

　
　
　

幹
事
会
の
議
長
は
教
頭
が
務
め
る
。

（
経　

費
）

第
十
一
条　

本
会
の
経
費
は
、
一
般
会
員
会
費
、
賛

助
会
員
会
費
、
そ
の
他
の
収
入
を
以
て
こ
れ
に
あ
て

る
。

　
（
一
）各
会
員
の
会
費
は
次
の
通
り
と
す
る
。

　

一
般
会
員（
保
護
者
） 

一
七
、
〇
〇
〇
円

　

特
別
会
員（
教
職
員
）    

八
、
〇
〇
〇
円

　

賛
助
会
員（
原　

則
） 

一
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

　
（
二
）一
般
会
員
が「
山
形
県
立
高
等
学
校
の
授
業

料
等
徴
収
条
例
」第
八
条
の
授
業
料
の
減
免
に
該
当

し
た
と
き
は
会
費
を
減
免
で
き
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
納
付
済
み
の
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
行
わ

な
い
。

（
会
計
年
度
）

第
十
二
条　

本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
か

ら
翌
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〔
付　

則
〕

本
会
の
規
約
は
、
次
の
と
お
り
制
定
・
改
正
す
る
。

　

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
九
日
制
定

　

昭
和
四
十
年
六
月
一
日
改
正

　

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
五
日
改
正

　

昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日
改
正

　

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
四
日
改
正

　

平
成
三
年
三
月
一
日
改
正

　

平
成
四
年
五
月
二
十
二
日
改
正

　

平
成
十
五
年
四
月
二
十
六
日
改
正

　

平
成
二
十
年
四
月
二
十
八
日
改
正

　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
六
日
改
正

　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
五
日
改
正

顧

問

駒
形　
　

衛

土
澤　

幸
雄

内
藤　

文
徳

会

長

小
島
長
五
郎

副
会
長

柿
﨑　

悦
子
（
校
長
）

髙
木　

真
也
（
二
学
年
）

宗
川　

真
希

理

事

鈴
木　

弘
樹
（
三
学
年
）

漆
山　
　

裕
（
一
学
年
）

堀
江　

昭
浩
（
教
頭
）

遠
藤　

岩
根

我
妻　

弘
一

原
田　

正
夫

幹

事

堀
江　

昭
浩
（
教
頭
）

原
田　

典
仁
（
事
務
部
長
）

手
塚　
　

剛
（
生
徒
課
長
）

石
黒　

宏
治
（
総
務
課
長
）

是
川　

邦
子
（
二
学
年
）

鈴
木　
　

基

鈴
木　

文
雄

監

事

新
野　
　

勝
（
三
学
年
）

宍
戸　

俊
文
（
一
学
年
）

事
務
局
長

猪
俣　

幸
一
（
職
員
）

事
務
局

小
林　

啓
明
（
職
員
）

伊
藤　

謙
汰
（
職
員
）

坂
野　

理
絵
（
職
員
）

原
田　

知
明
（
職
員
）

山
口　

英
雄
（
職
員
）

吉
田　

真
悟
（
職
員
）

舩
山　

洋
子
（
職
員
）

米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
体
育
文
化
後
援
会
規
約

令
和
二
年
度

体
育
文
化
後
援
会
役
員
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米
沢
興
譲
館
保
護
者
会 

南
陽
支
部

南
陽
市

中
條
医
院（
中
條
明
夫
）

米
沢
市

㈲
ナ
カ
タ
薬
局　

米
沢
市

㈱
振
興
電
気

米
沢
市

小
野
隆
夫

米
沢
市

（医）
三
條
歯
科
医
院

米
沢
市

鈴
木
歯
科
医
院

米
沢
市

山
口
晃（
Ｓ
49
年
卒
）

新
潟
県

㈱
り
ん
ご
苑

高
畠
町

黄
木
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
沢
市

㈱
小
島
洋
酒
店

米
沢
市

中
條
歯
科
医
院（
中
條
良
文
）
米
沢
市

堀
内
宗
松

米
沢
市

㈱
小
嶋
総
本
店

米
沢
市

駅
前
最
上
接
骨
院

米
沢
市

㈱
米
沢
自
動
車
学
校

米
沢
市

㈱
日
本
ブ
ラ
イ
ト
米
沢
営
業
所

米
沢
市

我
妻
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

佐
藤
歯
科
医
院

白
鷹
町

林
歯
科
医
院

米
沢
市

遠
藤
岩
根

米
沢
市

（医）
さ
の
医
院

米
沢
市

金
子
建
設
工
業
㈱

米
沢
市

（医）
大
道
寺
医
院

米
沢
市

㈱
ナ
ウ
エ
ル

米
沢
市

㈱
フ
ー
デ
ィ
ー

米
沢
市

コ
カ
･
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

米
沢
市

㈱
川
島
印
刷

米
沢
市

（
バ
ド
部
）Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ａ

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

陸
上
競
技
部　

後
援
会

弓
道
部
後
援
会

サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

卓
球
部
Ｏ
Ｂ
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
Ｏ
Ｂ
会（
興
庭
会
）

吹
研
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

日
本
防
災
工
業
㈱

米
沢
市

㈱
キ
ム
ラ

米
沢
市

㈲
三
愛
サ
ー
ビ
ス

米
沢
市

㈱
西
方
商
店

米
沢
市

税
理
士
法
人「
豊
」　

米
沢
市

猪
口
春
生

米
沢
市

（
特
非
）赤
と
ん
ぼ

米
沢
市

粉
雪
の
海
賊
団

米
沢
市

（医）
く
ま
の
医
院

米
沢
市

㈱
米
沢
牛
黄
木

米
沢
市

県
南
自
動
車
学
校

高
畠
町

相
馬
写
真
館

米
沢
市

か
ね
し
め
水
産
㈱

米
沢
市

㈲
山
木
鈴
木
商
店

米
沢
市

㈱
デ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
米
沢

米
沢
市

㈱
後
藤
組

米
沢
市

㈱
殖
産
工
務
所

川
西
町

高
橋
歯
科
医
院

米
沢
市

東
北
警
備
保
障
㈱

米
沢
市

㈱
平
山
孫
兵
衞
商
店

米
沢
市

㈲
キ
ョ
ウ
ド
ウ
印
刷

米
沢
市

本
田
貞
夫

米
沢
市

千
代
田
電
工
㈱

米
沢
市

㈱
植
杉
造
園

米
沢
市

㈱
山
形
読
売
旅
行
会

米
沢
市

㈱
一
文
字
屋

米
沢
市

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
ビ
ュ
ー
米
沢

米
沢
市

マ
ツ
キ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
米
沢
松
岬
校

米
沢
市

あ
さ
ひ
歯
科
医
院

米
沢
市

（
一
財
）三
友
堂
病
院

米
沢
市

宗
川
巧
業
㈱

米
沢
市

㈲
肉
の
さ
か
の

米
沢
市

㈱
小
池
商
店

米
沢
市

井
上
榮
子

長
井
市

㈱
吾
妻
ス
ポ
ー
ツ

米
沢
市

内
藤
文
徳

米
沢
市

㈱
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
米
沢
市

山
交
観
光
㈱
米
沢
案
内
所

米
沢
市

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
米
沢
杉
の
目
町
店

米
沢
市

㈱
遠
藤
書
店

米
沢
市

（医）
田
中
ク
リ
ニ
ッ
ク

米
沢
市

（医）
杏
山
会
𠮷
川
記
念
病
院

長
井
市

39
会 

舟
山
進

米
沢
市

太
田
建
設
㈱

米
沢
市

㈱
羽
陽
印
刷

米
沢
市

㈱
本
多
建
設

米
沢
市

㈲
ハ
ヤ
シ
薬
局

米
沢
市

山
川
広
治

東
京
都

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
関
西
支
部
支
部
長 

中
川
勉

京
都
府

山
水
克
美

南
陽
市

尻
髙
邦
夫

米
沢
市

㈱
エ
ー
ビ
ー
エ
ム

米
沢
市

あ
た
た
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
令
和
3
年
２
月
17
日
現
在
）

賛
助
会
員
名
簿

体育文化後援会会報令和３年３月１日 51号
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